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はじめに

このサービスマニュアルでは、Oracleの Sun Server X2-4で部品を交換する方法、およ
びシステムの使用方法と維持管理方法について説明します。

注 – Sun Server X2-4は、以前は Sun Fire X4470 M2サーバーという名前でした。この以
前の名前が、まだソフトウェアに表示されることがあります。新しい製品名は、シ
ステム機能の変更を示すものではありません。

このドキュメントは、サーバーシステムを理解しているシステム管理者、ネット
ワーク管理者、およびサービス技術者を対象としています。

注 –このサービスマニュアルでは、CRU (顧客交換可能ユニット)および FRU (現場交
換可能ユニット)を交換する方法について説明します。FRUの保守は承認サービスプ
ロバイダだけが行うようにしてください。

■ 9ページの「お読みになる前に」
■ 9ページの「最新のソフトウェアおよびファームウェアの入手」
■ 10ページの「関連ドキュメント」
■ 10ページの「サポートとアクセシビリティー」

お読みになる前に
『Sun Server X2-4 Safety and Compliance Guide』および『Important Safety Information for
Sun Hardware Systems』に記載されている安全ガイドラインを確認してください。

最新のソフトウェアおよびファームウェアの入手
Oracle x86サーバー、サーバーモジュール (ブレード)、およびブレードシャーシのそ
れぞれのファームウェア、ドライバ、およびその他のハードウェア関連のソフト
ウェアは、定期的に更新されています。

詳細およびダウンロード手順については、付録D「サーバーファームウェアおよび
ソフトウェアの入手」を参照してください。
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関連ドキュメント

ドキュメント リンク

すべてのOracleドキュメント http://www.oracle.com/documentation

Sun Server X2-4 http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=SunServerX2-4

Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom30

Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.1 (Sun Server
X2-4ソフトウェアリリース 1.3
以上)

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

Oracle Hardware Installation
Assistant

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=hia

サポートとアクセシビリティー

説明 リンク

My Oracle Supportを通じた電子的な
サポートへのアクセス

http://support.oracle.com

聴覚障害の方へ:

http://www.oracle.com/accessibility/support.html

アクセシビリティーに対する
Oracleのコミットメントについて

http://www.oracle.com/

us/corporate/accessibility/index.html

はじめに
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Sun Server X2-4サービスマニュアルの概
要

この章では、Sun Server X2-4の概要について説明します。

次の内容で構成されています。

■ 11ページの「1.1システムの概要」
■ 21ページの「1.2サーバーのフロントパネルの機能」
■ 22ページの「1.3サーバーのバックパネルの機能」
■ 23ページの「1.4サービス関連タスクの実行」

1.1 システムの概要
Oracleの Sun Server X2-4は、Intel Xeon E7プラットフォームを使用する 3ラックユ
ニット (RU)ラックマウントサーバーです。このセクションでは、サーバーの主な特
徴、コンポーネント、および機能について説明します。

1.1.1 Intel Xeon E7プラットフォーム
Intel Xeon E7プラットフォームは、Intel Xeonプロセッサ E7-4800シリーズをベースと
し、プライマリチップセットとして Intel 7500チップセット I/Oハブ (IOH)を使用し
ます。このプラットフォームは、システム内のプロセッサ (CPU)と IOHの間の通信
ファブリックを構成する、ポイントツーポイントの差動信号式高速インタフェース
である Intel QuickPath Interface (QPI)を使用します。

Sun Server X2-4は 2つの Intel 7500チップセット I/Oハブを使用し、各ハブは 4つの
CPUの 2つに接続されています。これらの I/Oハブの 1つはレガシー I/Oハブに指定
され、Intel I/O Controller Hub 10 (ICH10)サウスブリッジコンポーネントへの接続を備
えています。

1第 1 章

11



1.1.2 ブロック図
図 1–1は、4つのCPUを備えた Sun Server X2-4のブロック図です。

図 1–2は、2つのCPUを備えた Sun Server X2-4のブロック図です。

注 –図では、PCIe SAS/RAIDコントローラがスロット 2に取り付けられていま
す。SAS/RAIDコントローラに特定の冷却要件がある場合は、スロット 4への取り付
けが必要になることがあります。冷却要件については、『Sun Server X2-4プロダクト
ノート』を参照してください。

1.1システムの概要
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図 1–1 4 CPUのブロック図
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1.1.3 プロセッサ (CPU)
図 1–1と図 1–2に示すとおり、Sun Server X2-4では 2つまたは 4つのプロセッサ
(CPU)がサポートされます。2 CPU構成では、ソケット 0および 2にCPU (ヒートシ
ンク付き)を取り付け、ソケット 1および 3にヒートシンクフィラーパネルを取り付
ける必要があります。

図 1–2 2 CPUのブロック図
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2 CPU構成では、3つのすべてのQPIインターコネクトと両方のCPUが動作している
必要があります。4 CPU構成では、冗長QPIインターコネクトにより、システム起
動時に動作しているCPUが無効になっているCPUを迂回でき、耐障害性が向上しま
す。

各 Intel Xeonプロセッサ E7-4800シリーズには次の特徴があります。

■ ハイパースレッディングを備えた最大 10個のコア (コア当たり 2スレッド)
■ 最大 30Mバイトの共有ラストレベルキャッシュ
■ 32nmプロセステクノロジ
■ 4つの Intelスケーラブルメモリーインターコネクト (SMIチャネル)を備えた 2つ
の内蔵メモリーコントローラ
■ Intel 7510スケーラブルメモリーバッファーを介したDDR3-1067 MT/s速度のサ
ポート

■ 4つのフル幅、双方向 Intel QuickPathインターコネクト (QPIリンク)
■ 6.4 GT/s (方向当たり 12.8Gバイト/秒)
■ ハーフ幅またはクォーター幅のリンク動作に機能低下させることによる自動自
己修復

■ CPU熱設計電力 (TDP) 105Wまたは 130W

注 – Intel QuickPathインターコネクトの詳細については、http://www.intel.com/

intelpress/sum_qpi.htmにある Intel Pressの『Weaving High Performance Multiprocessor
Fabric』を参照してください。

1.1.4 メモリー
Sun Server X2-4の各CPUには、Intel 7510スケーラブルメモリーバッファー (2つのメ
モリーライザー上にある)に接続している 4つの SMIチャネルがあります。各メモ
リーバッファーには、CPUと 2つのDDR3インタフェースへの SMIリンクがありま
す。各 SMIインタフェースは速度 6.4 GT/sで動作でき、これは 1067 MT/sのDDR3動
作に相当します。CPUから Intel 7510スケーラブルメモリーバッファーへは、SMIイ
ンタフェースは 11レーン (9データ + 1 CRC + 1スペア)をサポートしています。Intel
7510スケーラブルメモリーバッファーからCPUへは、SMIインタフェースは 14
レーン (12データ + 1 CRC + 1スペア)をサポートしています。CPUはCRCエラーが
発生したメモリートランザクションを再試行します。エラーが持続する場合、SMI
リンクには自動自己修復のためのスペアレーンがあります。

システムは最大 8つのメモリーライザー (4 CPU構成)または 4つのメモリーライザー
(2 CPU構成)をサポートします。各ライザーには、4つのDDR3チャネル用に 8つの
DIMMスロットがあります。システムは、1つのライザーに 0、2、4、6、または 8個
のDIMMを取り付けた状態で動作できます。最大のパフォーマンスを得るには、使

1.1システムの概要
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用可能な各DDR3チャネルに少なくとも 2ランクのDIMMを取り付けてください (た
とえば、CPU当たり 2つのライザーで、ライザー当たり 4つのDIMM)。CPU内の 2
つのメモリーコントローラは、それぞれが 2つの SMIチャネルをロックステップペ
アとして操作します。メモリーコントローラは、2つのメモリーバッファーの後ろに
あるDDR3チャネルの各ペアを、144ビット幅のDRAMインタフェースとして扱い
ます。その結果、DIMMはペアで取り付ける必要があり、各ペアのDIMMは同一で
なければなりません。

DDR3インタフェースには次の特徴があります。

■ x4および x8のシングルランク、デュアルランク、クワッドランクRDIMMを装着
できます

■ DDR3チャネル当たり最大 2つのRDIMMをサポートします (メモリーライザー当
たり 8 DIMMスロット)

■ DDR3速度: 1067 MT/sまたは 978 MT/s (CPUの SMI速度によって決まる)
■ DRAMテクノロジ: 2または 4Gビットダイ、1.35ボルトまたは or 1.5ボルト動作
■ DIMM容量: 4、8、16Gバイト (16GバイトはクワッドランクDIMMの場合のみ)

■ 現在サポートされているDIMMは PC3L RDIMMで、デュアルランクでは
4、8、クワッドランクでは 16Gバイトサイズです

メモリーライザーとDIMMの装着のガイドラインを含む、CPU、メモリーライ
ザー、およびメモリー配置の詳細については、53ページの「4.1メモリーライ
ザーおよびDIMM (CRU)の保守」を参照してください。

図 1–3に、サーバーのメモリーアーキテクチャーを示します。

1.1システムの概要
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1.1.5 冷却
Sun Server X2-4は前から後ろへ冷却されます。冷却はプラスチック製の隔壁で分離さ
れたシャーシの 2つの部分で行われます。電源装置の冷却ゾーンでは、電源装置の
背面にあるファンがシャーシ右側の減圧ゾーンに空気を吸引して、ドライブベイと
電源装置を冷却します。主冷却ゾーンでは、冗長性のために 2列に配置された 6台の
92 mm高性能ファンが、マザーモード、メモリーライザー、および I/Oカードを冷却
します。マザーボードは 3つのゾーンに分割されており、ファンの各ペアはその
ゾーンを冷却するためにそれぞれ個別に調節されます。主冷却ゾーンは加圧されて
いるため、電源ユニットがドライブベイから吸気できるように、隔壁のシールを維
持しておくことが重要です。

マザーボード上の自由な通気によってシステムノイズが最小になります。冷却を
ゾーンに分割すると、各ゾーンが独立してその最大効率で動作できるため、システ
ムリソースをより有効に使用できます。

図 1–4に冷却ゾーンを示します。

図 1–3 メモリーアーキテクチャー

1.1システムの概要
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図の凡例

1:電源装置の冷却ゾーン
2:シャーシの冷却ゾーン 2
3:シャーシの冷却ゾーン 1
4:シャーシの冷却ゾーン 0

1.1.6 入出力 (I/O)
内部ストレージの場合、サーバーシャーシに次のハードウェアを搭載できます。

■ フロントパネルから接続できる 2.5インチドライブベイ (6個)。各ドライブベイに
対してサポートされるドライブインタフェースは、選択されているホストバスア
ダプタ (Host Bus Adapter、HBA)によって異なります。

■ サーバーの前面のドライブベイの下に設置される、オプションのスロット搭載の
DVD+/-RWドライブ。この SATA DVDはUSB-SATAブリッジに接続されるた
め、システムソフトウェアではUSBストレージデバイスと見なされます。

■ マザーボード上に内蔵されている高速USBポート (1個)。このポートでは、シス
テムブート用のUSBフラッシュデバイスを保持できます。

また、サービスプロセッサはシステムに仮想USBストレージデバイスを表示できま
す。マザーボード上の ICH10サウスブリッジには 6つの組み込み SATA2 (3-Gbit/s)
ポートがあり、2つの SAS4Iコネクタ (ポート 0-3およびポート 4-5)を介して接続でき
ます。2.5インチ SASドライブを使用する構成では、前面の 2.5インチドライブベイ
をサポートするために、システムに 1枚の PCI Express (PCIe) Gen-2内蔵HBAカード

図 1–4 サーバーの冷却ゾーン
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を搭載する必要があります。提供された各 PCIe Gen-2 HBAには 8つの SAS2/SATA2内
部ポートがあり、2つの SAS4Iコネクタ (ポート 0-3およびポート 4-5)を介して接続で
きます。ドライブケージには 6つのベイしかないため、内蔵HBAのポート 6-7はこ
のシステムでは使用されません。

内蔵 SAS-2 HBAカードが PCIeスロットに取り付けられている場合、6つのベイで
は、サポートされている SASおよび SATAハードディスクドライブ (HDD)と半導体
ドライブ (SSD)の任意の組み合わせを処理できます。ディスクバックプレーンが
HBAカードではなく組み込み ICH10 SATA-2コントローラに接続されている場合
は、SATAストレージデバイスだけが動作します。(HBAカード上にRAIDボ
リュームが構成されている場合、RAIDメンバー用のドライブベイには同じタイプの
ストレージデバイスを搭載する必要があります。)

1.1.7 サポートされるコンポーネントと機能のサマリー
次の表に、Sun Server X2-4のコンポーネントと機能をまとめます。

表 1–1 Sun Server X2-4のコンポーネントと機能

コンポーネント Sun Server X2-4

プロセッサ (CPU) サポートされている構成
■ ソケット 0とソケット 2に取り付けられた 2つのプロセッサ
■ ソケット 0から 3に取り付けられた 4つのプロセッサ

CPU仕様に関する最新情報については、Sun x86サーバーのWebサイト http://

www.oracle.com/technetwork/server-storage/sun-x86/overview/index.htmlにアクセ
スし、Sun Server X2-4のページを参照してください。

メモリー サーバーシャーシには、最大 8つのメモリーライザーモジュール (各CPUに対して 2
つのライザー)を搭載できます。各ライザーモジュールには 8つの PC3L RDIMMを搭
載できるため、各プロセッサに最大 16個のRDIMMを搭載できます。
■ 16GバイトのRDIMMが搭載されたライザーモジュールを 4つ使用している 2ソ
ケットシステムでは、システムメモリーを最大で 512Gバイトにすることができ
ます。

■ 16GバイトのRDIMMが搭載されたライザーモジュールを 8つ使用している 4ソ
ケットシステムでは、システムメモリーを最大で 1024Gバイトにすることができ
ます。

1.1システムの概要
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表 1–1 Sun Server X2-4のコンポーネントと機能 (続き)
コンポーネント Sun Server X2-4

ストレージデバイス 内部ストレージの場合、サーバーシャーシに次のハードウェアを搭載できます。
■ フロントパネルから接続できる 2.5インチドライブベイ (6個)。各ドライブベイに
対してサポートされるドライブインタフェースは、選択されているHBAによって
異なります。

■ サーバーの前面のドライブベイの下に設置される、オプションのスロット搭載の
DVD+/-RWドライブ。この SATA DVDはUSB-SATAブリッジに接続されるた
め、システムソフトウェアではUSBストレージデバイスと見なされます。

■ マザーボード上に内蔵されている高速USBポート (1個)。このポートでは、シス
テムブート用のUSBフラッシュデバイスを保持できます。

USB 2.0ポート 前面に 2つ、背面に 2つ、内部に 1つあります。

VGAポート 前面と背面に 1つずつ、DB-15高密度ビデオポートがあります。

注 –背面のVGAポートは、モニター認識用のVESAデバイスデータチャネルをサ
ポートしています。

PCI Express 2.0 I/Oスロット ロープロファイルの PCIeカードを格納するための PCI Express 2.0スロット (10個)。す
べてのスロットで、x8 PCIeコネクタを使用できます。2つのスロットでは、x16 PCIe
コネクタも使用できます。
■ スロット 0および 9: x4電気インタフェース
■ スロット 1、2、4、6、7、および 8: x8電気インタフェース
■ スロット 3および 5: x8または x16電気インタフェース (x16コネクタ)

注 – PCI Expressスロット 3および 5は、x16対応のカードが搭載され、隣のスロット (4
または 6)にカードが搭載されていない場合にのみ、x16インタフェースとして動作し
ます。

クラスタカードスロット ストレージアプライアンスで使用するための専用の特殊スロット (1つ)。Sun Server
X2-4では、このスロットに標準の PCIeカードを搭載できません。

PCI Express I/Oカード お客様が注文できる I/Oカードの一覧については、Sun x86サーバーのWebサイト
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sun-x86/overview/index.htmlに
アクセスし、Sun Server X2-4のページを参照してください。

Ethernetポート 背面パネルの 10/100/1000 RJ-45 GbEポート (4つ)。

各ネットワークインタフェースコントローラ (Network Interface Controller、NIC)
は、Intel QuickData Technology、Intel I/OAT、VMDq、PCI-SIG SR-IOV、IPSecオフ
ロード、および LinkSecをサポートしています。

1.1システムの概要
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表 1–1 Sun Server X2-4のコンポーネントと機能 (続き)
コンポーネント Sun Server X2-4

サービスプロセッサ 業界標準の IPMI機能セットをサポートする統合 Baseboard Management Controller
(BMC)。

IPを介して、リモートKVMS、DVD、およびフロッピーをサポートします (オプ
ションのライセンスが必要)。

シリアルポートを含みます。

専用の 10/100BaseT管理ポートおよびオプションでホストのGbEポート (サイドバン
ド管理)のいずれかを使用して、SPへの Ethernetアクセスをサポートしています。

電源装置 ホットスワップが可能な電源装置 (2つ)。どちらも、2000ワット容量 (200 - 240ボル
ト)、自動範囲設定 (auto-ranging)、軽負荷効率モード (light load efficiency mode)、冗長
オーバーサブスクリプション (redundant over-subscription)を備えています。

冷却ファン シャーシの前面 (最上部)のホットスワップが可能な冗長ファン (6つ)。冗長ファン
は、各電源装置に搭載されています。

管理ソフトウェア Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)

1.2 サーバーのフロントパネルの機能
図 1–5は、Sun Server X2-4のフロントパネルとそのコンポーネントを示しています。

図の凡例

図 1–5 サーバーのフロントパネルの機能

1.2サーバーのフロントパネルの機能
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1:位置特定 LED/位置特定ボタン:白色
2:保守要求 LED:オレンジ色
3:電源/OK LED:緑色
4:電源ボタン
5: SP OK/障害 LED:緑色/オレンジ色
6:ファンモジュール (FAN)、プロセッサ (CPU)、およびメモリーの保守要求 LED (3):
オレンジ色
7:電源装置 (PS)の障害 (保守要求) LED:オレンジ色
8:過熱警告 LED:オレンジ色
9: USB 2.0コネクタ (2)
10: DB-15ビデオコネクタ
11: SATA DVDドライブ (オプション)
12:ハードディスクドライブ 0 (オプション)
13:ハードディスクドライブ 1 (オプション)
14:ハードディスクドライブ 2 (オプション)
15:ハードディスクドライブ 3 (オプション)
16:ハードディスクドライブ 4 (オプション)
17:ハードディスクドライブ 5 (オプション)

1.3 サーバーのバックパネルの機能
図 1–6は、Sun Server X2-4のバックパネルとそのコンポーネントを示しています。

図の凡例

1:電源ユニット 0のステータスインジケータ LED:保守要求:オレンジ色DC OK:緑色
AC OK:緑色またはオレンジ色

図 1–6 サーバーのバックパネルの機能

1.3サーバーのバックパネルの機能
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2:電源ユニット 0のAC電源差し込み口
3:電源ユニット 1のステータスインジケータ LED:保守要求:オレンジ色DC OK:緑色
AC OK:緑色またはオレンジ色
4:電源ユニット 1のAC電源差し込み口
5:システムステータス LED:電源/OK:緑色保守要求:オレンジ色位置特定:白色
6: PCIeカードスロット 0 - 4
7:クラスタカードスロット
8:ネットワーク (NET)の 10/100/1000ポート: NET0 - NET3
9: USB 2.0コネクタ (2)
10: PCIeカードスロット 5 - 9
11:サービスプロセッサ (SP)ネットワーク管理 (NET MGT)ポート
12:シリアル管理 (SER MGT)/RJ-45シリアルポート
13: DB-15ビデオコネクタ

1.4 サービス関連タスクの実行
このガイドには、サーバーの維持管理と保守に関する情報と手順が記載されていま
す。表 1–2に、実行するタスクがこのガイドのどのセクションで説明されているか
を示します。

表 1–2 サービスタスク

サービスタスク 参照先:

サーバーの機能とプロセスについて理解する 11ページの「1.1システムの概要」

サーバーの LEDとボタンを特定する 21ページの「1.2サーバーのフロントパネルの機
能」 22ページの「1.3サーバーのバックパネル
の機能」

サーバーの保守の準備をする 第 2章「Sun Server X2-4の保守の準備」

FRUまたはCRUの交換またはアップグレードを
行う

第 3章「サーバーの電源を切る必要のないCRU
コンポーネントの保守」

第 4章「サーバーの電源を切る必要のあるCRU
コンポーネントの保守」

第 5章「FRUコンポーネントの保守」

保守のあとサーバーを稼働状態に戻す 第 6章「サーバーの再稼働」

ブート時にサーバーを保守する 第 7章「ブート時のサーバーの保守」

サーバーのトラブルシューティングを行う 第 8章「サーバーのトラブルシューティングお
よび ILOMのデフォルト」

サーバーのハードウェア仕様を確認する 付録A「サーバーの仕様」

1.4サービス関連タスクの実行
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表 1–2 サービスタスク (続き)
サービスタスク 参照先:

BIOS設定ユーティリティーのメニューを確認す
る

付録 B「BIOS設定ユーティリティーのメ
ニュー」

コネクタのピン配列を確認する 付録C「コネクタのピン配列」

サーバーのソフトウェアとファームウェアをダ
ウンロードする

付録D「サーバーファームウェアおよびソフト
ウェアの入手」

1.4サービス関連タスクの実行
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Sun Server X2-4の保守の準備

この章では、Sun Server X2-4の保守の前に必要になる可能性のある情報を示します。

次の内容で構成されています。

■ 25ページの「2.1交換可能コンポーネントの位置」
■ 27ページの「2.2必要な工具および機器」
■ 27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」
■ 28ページの「2.4保守のためのサーバーの配置」
■ 29ページの「2.5ケーブル管理アームの解除」
■ 30ページの「2.6サーバーの電源切断」
■ 32ページの「2.7サーバーの上部カバーの取り外し」
■ 33ページの「2.8フィラーパネルの取り外しまたは取り付け」
■ 34ページの「2.9サーバーにデバイスを接続する」

2.1 交換可能コンポーネントの位置
図 2–1に、上部カバーを取り外した状態で、Sun Server X2-4の交換可能な各コン
ポーネントの位置を示します。

2第 2 章
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図の凡例

1:マザーボード
2:ロープロファイル PCIeカード
3:電源装置
4:電源バックプレーン
5:ディスクバックプレーン
6:システムリチウムバッテリ
7: CPUおよびヒートシンク
8:メモリーライザー
9:ファンボード
10:ファンモジュール
11: DVDドライブ
12:ハードディスクドライブ (HDD)

図 2–1 交換可能コンポーネントの位置
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2.2 必要な工具および機器
システムの保守には次の工具が必要です。

■ プラスのねじ回し (Phillipsの 2番)
■ ESDマットおよびアースストラップ

また、次のいずれかのシステムコンソールデバイスも必要になることがあります。

■ RS-232シリアルポートを備えた PCまたはワークステーション
■ ASCII端末
■ 端末サーバー
■ 端末サーバーに接続されたパッチパネル

2.3 静電放電の実行と静電気防止策
静電放電 (ESD) PCIeカード、ハードドライブ、CPU、メモリーカードなど、静電放
電 (ESD)に弱いデバイスには、特別な対処が必要です。

注意 –回路基板およびハードドライブには、静電気に非常に弱い電子部品が組み込ま
れています。衣服または作業環境で発生する通常量の静電気によって、これらの基
板に組み込まれているコンポーネントが損傷を受けることがあります。部品のコネ
クタエッジには触れないでください。

注意 –このガイドで説明するコンポーネントの一部については、保守を行う前に、両
方の電源装置からAC電源コードを取り外す必要があります。

2.3.1 静電気防止用リストストラップの使用
ディスクドライブ構成部品、回路基板、PCIeカードなどのコンポーネントを取り扱
う場合は、静電気防止用リストストラップを着用してください。サーバーコン
ポーネントの保守または取り外しを行う場合は、静電気防止用ストラップを手首に
着用し、シャーシの金属部分に取り付けます。これによって、作業者とサーバーの
間の電位が等しくなります。

注 –静電気防止用リストストラップはサーバーには付属していません。ただし、顧客
交換可能ユニット (CRU)、現場交換可能ユニット (FRU)、およびオプションコン
ポーネントには静電気防止用リストストラップが含まれています。

2.3静電放電の実行と静電気防止策
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2.3.2 静電気防止用マットの使用
プリント回路基板など、ESDに弱いコンポーネントは静電気防止用マットの上に置
いてください。静電気防止用マットとしては次のものを使用できます。

■ 交換部品の梱包に使用されている静電気防止袋
■ ESDマット (Oracleから注文可能)
■ 使い捨て ESDマット (一部のオプションのシステムコンポーネントに同梱)

2.4 保守のためのサーバーの配置
Sun Server X2-4のコンポーネントの取り外しおよび交換には、サーバーを保守位置ま
で引き出す必要があります。

▼ サーバーを保守位置に引き出す

サーバーを引き出すときに、損傷を受けたり、妨げになったりするケーブルがない
かどうかを確認します。

サーバー付属のケーブル管理アーム (CMA)はサーバーを引き出せるようにちょうつ
がいで連結されていますが、すべてのケーブルおよびコードを引き出すことができ
るか確認するようにしてください。

サーバーの前面にある 2つのスライドリリースラッチを外します (図 2–2)。

緑色のスライドリリースラッチをつまんで、スライドレールを解除します。
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スライドリリースラッチをつまんだまま、スライドレールがラッチで固定されるま
で、ゆっくりとサーバーを前方に引き出します。

2.5 ケーブル管理アームの解除
ケーブル管理アーム (CMA)を使用している場合、一部の保守手順では、シャーシの
背面で作業するためにCMAを外さなければならないことがあります。

▼ CMAを外す
次の手順については、図 2–3を参照してください。

爪を押し続けます [1]。

CMAを回します [2]。
保守手順が完了したら、CMAを閉じて、左のラックレールにラッチで固定します。

図 2–2 スライドリリースラッチ
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2.6 サーバーの電源切断
多くの保守手順では、サーバーの主電源をオフにする必要があります。サーバーの
主電源をオフにするには、次の表に示されたいずれかの方法を使用します。

図 2–3 ケーブル管理アームの解除
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表 2–1 シャットダウン手順

シャットダウン 方法

正常なシャットダウン フロントパネルにある電源ボタンを押して放します。電源ボタンを押す
と、Advanced Configuration and Power Interface (ACPI)対応のオペレーティングシステ
ムの場合は、オペレーティングシステムが正常にシャットダウンします。ACPI対応
のオペレーティングシステムが動作していないサーバーでは、すぐにシャットダウ
ンしてスタンバイ電源モードになります。主電源がオフになると、フロントパネル
にある電源/OK LEDがゆっくり点滅し、サーバーがスタンバイ電源モードにあるこ
とを示します。

注 –電源/OK LEDが 1 Hzで数回点滅し、電源がまもなくオフになることを示す場合も
あります。この 1 Hzでの点滅中は主電源はまだオンになっています。

緊急シャットダウン 主電源がオフになり、サーバーがスタンバイ電源モードに移行するまで、電源ボタ
ンを少なくとも 5秒間押し続けます。主電源がオフになると、フロントパネルにある
電源/OK LEDがゆっくり点滅し、サーバーがスタンバイ電源モードにあることを示
します。

注意 –すべてのアプリケーションおよびオペレーティングシステムは、変更が保存さ
れずに突然終了します。データが失われたり壊れたりする可能性があります。

Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) SP CLI
シャットダウン

31ページの「サービスプロセッサのコマンド行インタフェースを使用して
サーバーの電源を切断する」を参照してください。

注意 –サーバーの電源を完全に切断するには、サーバーのバックパネルにあるAC電
源差し込み口からAC電源コードを取り外します。

▼ サービスプロセッサのコマンド行インタフェース
を使用してサーバーの電源を切断する
Oracle ILOMサービスプロセッサ (SP)を使用してサーバーの正常なシャットダウンを
実行することで、確実にすべてのデータが保存され、サーバーをいつでも再起動で
きるようになります。詳細は、Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1のド
キュメントライブラリ (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31)を参照
してください。

rootとしてログインします。次のように入力します。

ssh root@service_processor_ip_address

Password: root_password (デフォルトのパスワードは changemeです。)

ILOMコマンド行インタフェース (CLI)のプロンプトが表示されます (->)。

1
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問題の種類に応じて、サーバーをシャットダウンする前に、サーバーのステータス
またはログファイルの確認、または診断の実行が必要になる場合があります。

サーバーの電源を切ります。次のように入力します。

-> stop /SYS (表 2–1で定義された正常なシャットダウンの場合)

-> stop -f /SYS (表 2–1で定義された緊急シャットダウンの場合)

2.7 サーバーの上部カバーの取り外し
一部のコンポーネントの保守では、サーバーから上部カバーを取り外す必要があり
ます。

注意 –サーバーの電源を正常に切断していないか、AC電源コードを電源装置から取
り外していない状態で、上部カバーを取り外すと、シャーシ侵入スイッチの障害が
発生します。この障害が発生すると、すぐにサーバーの電源が切断されます。メモ
リーライザーまたはDIMMの構成を変更した場合、上部カバーを交換するま
で、サービスプロセッサのインベントリに変更内容が正しく反映されません。

▼ サーバーの上部カバーを取り外す

サーバーの電源装置からAC電源コードが取り外されていることを確認します。

サーバーの上部カバーを取り外すため、2つのカバーラッチの下に指を入れ、両方の
ラッチを同時に押し上げます (図 2–4)[1]。
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上部カバーを少し持ち上げ、シャーシの手前方向に 12 mm程スライドさせます。

上部カバーを持ち上げて、取り外します [2]。

2.8 フィラーパネルの取り外しまたは取り付け
各サーバーには、CPU、ディスクドライブドライブ (HDDまたは SSD)、メモリーモ
ジュール (DIMM)、DVDドライブ、および PCIeカードのモジュール交換フィラーパ
ネルが付属しています。フィラーパネルとは、なんらかの機能を備えたシステム
ハードウェアやケーブルコネクタが収容されていない、金属製またはプラスチック
製の空の格納装置のことです。

フィラーパネルは出荷時に取り付けられ、システム内で適切な通気を確保するため
に、購入したモジュールと交換するまでサーバー内に取り付けたままにしておく必
要があります。フィラーパネルを取り外し、モジュールスロットを空のままにした
状態でシステムを作動させ続けると、通気が十分に確保されず、過熱するおそれが

図 2–4 サーバーの上部カバーの取り外し
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あります。各サーバーコンポーネント用のフィラーパネルの取り外しまたは取り付
け手順については、このガイドの、該当するコンポーネントの保守作業に関するセ
クションを参照してください。

2.9 サーバーにデバイスを接続する
Sun Server X2-4の保守の一環として、サーバーにデバイスを接続しなければならない
場合があります。次のセクションでは、サーバー上のコネクタの位置、および
ケーブルとデバイスをサーバーに接続するべき順序について説明します。

2.9.1 コネクタの位置
図 2–5に、Sun Server X2-4のバックパネルにあるコネクタの位置を示します。

図の凡例

1:電源ユニット 0のAC電源差し込み口
2:電源ユニット 1のAC電源差し込み口
3:ギガビット EthernetポートNET-0、1、2、3
4: USB 2.0ポート
5:サービスプロセッサ (SP)ネットワーク管理 (NET MGT) Ethernetポート
6:シリアル管理 (SER MGT)/RJ-45シリアルポート
7: DB-15ビデオコネクタ

図 2–5 サーバーのバックパネルにあるコネクタ

2.9サーバーにデバイスを接続する

Sun Server X2-4 (旧 Sun Fire X4470 M2) • 2013年 4月34



2.9.2 サーバーのケーブル接続
サーバーにケーブルを接続するときは、次の手順に示された順序で接続してくださ
い。

▼ サーバーにケーブルを接続する
外部ケーブルを次の順序でサーバーに接続します。サーバーの背面にある各コネク
タの位置については、図 2–5を参照してください。

OSのサポートために、必要に応じて Ethernetケーブルをギガビット Ethernet (NET)コ
ネクタに接続します。

(オプション)システムコンソールを直接操作する場合は、マウスやキーボードなどの
外部デバイスをサーバーのUSBコネクタに、モニターをDB-15ビデオコネクタにそれ
ぞれ接続します。

ネットワークでOracle ILOMソフトウェアに接続する場合は、EthernetケーブルをNET
MGTと書かれた Ethernetポートに接続します。

注 –サービスプロセッサ (SP)は、デフォルトでNET MGT (帯域外)ポートを使用しま
す。代わりに、SPがサーバーの 4つの 10/100/1000 Ethernetポートのいずれかを使用
するように構成することもできます。SPは構成済みの Ethernetポートのみを使用し
ます。

管理ポートを使用してOracle ILOMのコマンド行インタフェース (Command Line
Interface、CLI)にアクセスする場合は、シリアルヌルモデムケーブルを SER MGTと書
かれたRJ-45シリアルポートに接続します。
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サーバーの電源を切る必要のない CRUコ
ンポーネントの保守

この章では、サーバーの電源を切る必要のない顧客交換可能ユニット (CRU)を保守
する方法について説明します。

次の内容で構成されています。

■ 37ページの「3.1ディスクドライブ (CRU)の保守」
■ 42ページの「3.2ファンモジュール (CRU)の保守」
■ 47ページの「3.3電源装置 (CRU)の保守」

注 –使用している構成によっては、ディスクドライブの取り外しまたは交換の際
にサーバーの電源を切る必要がある場合もあります。

3.1 ディスクドライブ (CRU)の保守
このセクションでは、ディスクドライブの取り外しおよび取り付けの方法について
説明します。

注 –サーバーには、フロントパネルから取り扱うことができる 2.5インチのドライブ
ベイが 6個あります。各ドライブベイに対してサポートされるドライブインタ
フェースは、取り付けられているHBAによって異なります。

3.1.1 ディスクドライブのステータス LEDのリファレン
ス
図 3–1に、ディスクドライブのステータス LEDを示します。表 3–1では、LEDとそ
の機能について説明します。
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表 3–1 ディスクドライブのステータスLEDの説明

凡例 LED 記号 色 点灯するケース

1 取り外し可能 青色 ホットプラグ操作中にディスクドライ
ブを安全に取り外すことができます。

2 保守要求 オレンジ色 システムが動作中でディスクドライブ
に障害が発生しています。システムに
よってディスクドライブの障害が検出
されると、フロントパネルおよび背面
パネルの保守要求 LEDも点灯します。

3 OK/動作状態 緑色 ドライブがシステムに正しく挿入され
ています。ドライブがアクセスされて
いるとき、LEDは点滅します。

3.1.2 ディスクドライブおよびディスクドライブ
フィラーパネルの取り外しと取り付け
サーバーにディスクドライブおよびディスクフィラーパネルの取り外しと取り付け
を行うには、次の手順を使用します。

▼ ディスクドライブフィラーパネルを取り外す
静電気防止用リストストラップを着用します。

27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

取り外すディスクドライブフィラーパネルを特定します。

図 3–1 ディスクドライブのステータスLED
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取り外すディスクドライブフィラーパネルで、リリースボタンを押してラッチを開
きます。

ラッチをしっかりつかみ、ドライブスロットからフィラーパネルを引き出します。

注意 –ラッチは取り外しレバーではありません。ラッチを右に曲げ過ぎないようにし
てください。そのようにすると、ラッチが破損することがあります。

注意 –ディスクドライブフィラーパネルを取り外した場合は必ず別のフィラーパネル
またはディスクドライブに交換してください。そうしない場合は、通気が十分に確
保されず、サーバーが過熱する恐れがあります。

▼ ディスクドライブを取り外す
次の手順を実行するときは、図 3–2を参照してください。

静電気防止用リストストラップを着用します。

27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

取り外すディスクドライブを特定します。

ドライブのオレンジ色の保守要求 LEDが点灯している場合があります。

37ページの「3.1.1ディスクドライブのステータス LEDのリファレンス」を参照して
ください。

ホットプラグ手順を使用してディスクドライブを交換できるか、それとも
サーバーの電源を切断してコールドスワップ手順を使用する必要があるかを判断し
ます。

コールドスワップが必要になるのは、ディスクドライブが次の場合です。

■ オペレーティングシステムが格納されており、かつそのオペレーティングシステ
ムがほかのドライブでミラー化されていません

■ サーバーのオンライン処理から論理的に切り離せません

次のいずれかを実行します。

■ ドライブをコールドスワップするには、サーバーの電源を切断します。30ページ
の「2.6サーバーの電源切断」に記載されている手順のいずれかを実行してくださ
い。
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■ ドライブをホットプラグするには、ドライブをオフラインにします。これによ
り、ドライブへの論理的なソフトウェアリンクが解除され、アプリケーションか
らドライブにアクセスできなくなります。ディスクドライブをオフラインにする
方法については、『Sun Disk Management Overview』 (docs.oracle.com/cd/
E19591-01/820-6350/index.html)を参照してください。

取り外すドライブで、ディスクドライブリリースボタンを押してラッチを開きま
す。

ラッチをしっかりつかみ、ドライブをドライブスロットから引き出します。

注意 –ラッチは取り外しレバーではありません。ラッチを右に曲げ過ぎないようにし
てください。そのようにすると、ラッチが破損することがあります。

注意 –ディスクドライブを取り外した場合は必ず別のディスクドライブまたは
フィラーパネルに交換してください。そうしない場合は、通気が十分に確保され
ず、サーバーが過熱する恐れがあります。

▼ ディスクドライブを取り付ける
サーバーへのディスクドライブの取り付けは、2段階のプロセスです。まずディスク
ドライブをドライブスロットに取り付け、次にそのドライブをサーバーに対して構
成する必要があります。次の手順を実行するときは、図 3–3を参照してください。

図 3–2 ディスクドライブの取り外し
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注 –既存のディスクドライブをサーバーのスロットから取り外す場合は、取り外した
ドライブと同じスロットに交換用ドライブを取り付けてください。ディスクドライ
ブは、取り付けたスロットに応じて物理的にアドレス指定されます。

ディスクドライブを開梱し、静電気防止用マットの上に置きます。

ディスクドライブの取り外しレバーが完全に開いていることを確認します。

ドライブがしっかり固定されるまでドライブスロット内にスライドさせます。

ラッチを閉じてドライブを所定の位置に固定します。

次のいずれかを実行します。

■ ドライブをコールドスワップした場合は、サーバーの電源を再投入します。109
ページの「6.3サーバーの電源投入」に記載されている手順を実行してください。

■ ドライブをホットプラグした場合は、ディスクドライブを構成します。詳細
は、『Sun Disk Management Overview』を参照してください。

図 3–3 ディスクドライブの取り付け
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▼ ディスクドライブフィラーパネルを取り付ける
ディスクドライブフィラーパネルの取り外しレバーが完全に開いていることを確認
します。

ディスクドライブフィラーパネルがしっかり固定されるまでドライブスロット内に
スライドさせます。

ラッチを閉じてフィラーパネルを所定の位置に固定します。

3.2 ファンモジュール (CRU)の保守
このセクションでは、ファンモジュールの取り外しおよび取り付けの方法について
説明します。

3.2.1 サーバーファンについて
シャーシの前面に 6台のファンモジュールが取り付けられています。それらを取り
扱う際、サーバーのカバーを取り外す必要はありません。

注意 –ファンモジュールはある程度の冷却冗長性を備えていますが、ファンモ
ジュールに障害が発生した場合はすみやかに交換し、サーバーの可用性を確保して
ください。内側の列のファンを取り外す場合、サーバーの過熱を防ぐため 30秒以内
に交換してください。

3.2.2 ファンモジュール LEDのリファレンス
各ファイルモジュールには、サーバーの上部から見える LEDがあります。表 3–2で
は、ファンモジュールの LEDとその機能について説明します。

表 3–2 ファンモジュールのステータスLED

LED 記号 色 点灯するケース

電源/OK 緑色 システムの電源が投入されており、ファンモ
ジュールが正常に機能しています。

1

2

3

3.2ファンモジュール (CRU)の保守

Sun Server X2-4 (旧 Sun Fire X4470 M2) • 2013年 4月42



表 3–2 ファンモジュールのステータスLED (続き)
LED 記号 色 点灯するケース

保守要求 オレンジ色 ファンモジュールに障害が発生しています。

システムによってファンモジュールの障害が検
出されると、フロントパネルおよび背面パネル
の保守要求 LEDも点灯します。

図 3–4に、ファンモジュールのステータス LEDの位置を示します。

3.2.3 ファンモジュールの障害の検出
ファンモジュールの障害が検出されると、次の LEDが点灯します。

■ 前面および背面の保守要求 LED
■ サーバー前面のファンモジュール保守要求 (TOP) LED
■ 障害が発生したファンモジュールの上または隣にあるファンモジュール保守要求

LED

ファンの障害によってシステムの動作温度が上昇すると、システム過熱 LEDが点灯
することがあります。

図 3–4 ファンモジュールのステータスLED
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システム LEDの位置については、21ページの「1.2サーバーのフロントパネルの機
能」および 22ページの「1.3サーバーのバックパネルの機能」を参照してください。

3.2.4 ファンモジュールの取り外しと取り付け
サーバーにファンモジュールの取り外しと取り付けを行うには、次の手順を使用し
ます。

▼ ファンモジュールを取り外す
次の手順を実行するときは、図 3–5を参照してください。

注意 –内側の列のファンを取り外す場合、サーバーの過熱を防ぐため 30秒以内に交
換してください。

注意 –部品を移動することは危険です。サーバーの電源が完全に停止していない場
合、ファンコンパートメントで実行できる保守作業は、ファンモジュールの交換の
みです。

保守作業の準備をします。

a. 静電気防止用リストストラップを着用します。
27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

b. サーバーを保守位置まで引き出します。
28ページの「2.4保守のためのサーバーの配置」を参照してください。

対応する保守要求 LEDを使用して、障害の発生したファンモジュールを特定しま
す。

保守要求 LEDはファンモジュール上にあります (図 3–4を参照)。

親指と人差し指でファンモジュールのハンドルをつかみ、サーバーから引き上げま
す。

注意 –ファンモジュールを取り外す際、揺すらないでください。ファンモジュールを
揺すると、ファンボードコネクタが損傷するおそれがあります。
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注意 –ファンモジュールの交換時、取り外しまたは交換ができるのはファンモ
ジュールのみです。ファンコンパートメント内のほかのコンポーネントの保守作業
を行う場合は、システムをシャットダウンし、電源コードを取り外してください。

▼ ファンモジュールを取り付ける
次の手順を実行するときは、図 3–6を参照してください。

交換用のファンモジュールを開梱し、静電気防止用マットの上に置きます。

交換用ファンモジュールをサーバーに取り付けます。
確実に正しい向きで取り付けられるように、ファンモジュールには切り欠けがあり
ます。

図 3–5 ファンモジュールの取り外し
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ファンモジュール上部の「ラッチをかけるために押す」部分を強く押して、ファン
モジュールを完全に固定します。

交換したファンモジュールの保守要求 LEDが点灯していないことを確認します。

サーバーのフロントパネルの上部にあるファン LEDと保守要求 LEDが点灯していない
ことを確認します。

システム LEDの位置については、21ページの「1.2サーバーのフロントパネルの機
能」および 22ページの「1.3サーバーのバックパネルの機能」を参照してください。

注 –サーバーの電源を切断した状態でファンモジュールを交換した場合、電源再投入
後にサーバーがファンモジュールが正常に機能していることを認識できるまで、こ
れらの LEDが点灯したままになることがあります。

サーバーを通常のラック位置に戻します。

108ページの「6.2サーバーを通常のラック位置に戻す」を参照してください。

図 3–6 ファンモジュールの取り付け
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3.3 電源装置 (CRU)の保守
Sun Server X2-4の電源装置は冗長化されています。つまり、サーバーの動作に必要な
電源は 1つだけです。冗長電源装置を使用すると、ほかの電源装置がオンラインで
動作している場合に、サーバーを停止せずに電源装置を取り外し、交換できます。

注意 –電源装置に障害が発生しているが、交換用をすぐに用意できない場合は、十分
な通気を確保するため、新しい電源装置に交換するまでの間、障害の発生した電源
装置をサーバーに取り付けたままにしておいてください。

このセクションでは、電源装置の取り外しおよび取り付けの方法について説明しま
す。

3.3.1 電源装置 LEDのリファレンス
図 3–7に示すように、各電源装置はシステムのバックパネル上に一連の LEDを備え
ています。

表 3–3では、LEDの機能について説明します。

図 3–7 電源装置のステータスLED
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表 3–3 電源装置のステータスLEDの説明

凡例 LED 記号 色 点灯するケース

1 保守要求 オレンジ色 電源装置に障害があります。保守作業
が必要です。

2 DC OK 緑色 両方のDC出力 (3.3 Vのスタンバイ電力
および 12 Vのメイン電力)がアクティブ
であり、かつ規制に準拠しています。

3 AC OK 緑色またはオレ
ンジ色

■ 緑色:動作範囲内のAC電圧が電源装
置に供給されています。

■ オレンジ色:動作範囲より低いAC電
圧が電源装置に供給されています。

3.3.2 電源装置の障害の検出
電源装置の障害が検出されると、次の LEDが点灯します。

■ 前面および背面の保守要求 LED
■ サーバーの正面ベゼルにある、背面電源装置障害 LED
■ 障害の発生した電源装置の保守要求 LED

システム LEDの位置については、21ページの「1.2サーバーのフロントパネルの機
能」および 22ページの「1.3サーバーのバックパネルの機能」を参照してください。

3.3.3 電源装置の取り外しと取り付け
電源装置の取り外しと取り付けを行うには、次の手順を使用します。

注意 –高電圧です。感電や怪我を防ぐため、指示に従ってください。

3.3電源装置 (CRU)の保守
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▼ 電源装置を取り外す
次の手順を実行するときは、図 3–8を参照してください。

保守作業の準備をします。

a. 静電気防止用リストストラップを着用します。

27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

b. 必要があれば、電源装置を取り扱えるよう、ケーブル管理アームを外します。

29ページの「2.5ケーブル管理アームの解除」を参照してください。

交換する必要がある電源装置 (0または 1)を特定します。

電源装置で保守要求 LEDが点灯している場合は、障害が検出されていることを示し
ています。

障害が発生した電源装置から電源コードを外します。

リリースラッチを押し下げます。

電源装置をシャーシから引き出します。

注意 –電源装置を取り外した場合は必ず別の電源装置に交換してください。そうしな
い場合は、通気が十分に確保されず、サーバーが過熱するおそれがあります。新し
い電源装置をすぐに用意できない場合は、交換するまでの間、障害の発生した電源
装置を取り付けたままにしておいてください。
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▼ 電源装置を取り付ける
次の手順を実行するときは、図 3–9を参照してください。

注意 – A239AまたはA239C電源装置を Sun Server X2-4に取り付けてください (正しい
向きに取り付けることができるよう、ラベルが付いています)。A239A/A239C電源装
置では、サーバー背面から適切に排気されます。A239またはA239B電源装置は取り
付けないでください (システムが過熱して停止するおそれがあります)。

電源装置の位置を空いている電源装置シャーシベイに合わせます。

電源装置がしっかり固定されるまでベイにスライドさせます。

リリースラッチを上に動かし、電源装置を固定します。

図 3–8 電源装置の取り外し
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電源コードを電源装置に再接続します。

AC供給 LEDが点灯していることを確認します。
47ページの「3.3.1電源装置 LEDのリファレンス」を参照してください。

次の LEDが点灯していないことを確認します。

■ 電源装置の保守要求 LED
■ 前面および背面の保守要求 LED
■ サーバーのベゼルの背面電源装置障害 LED
システム LEDの位置については、21ページの「1.2サーバーのフロントパネルの
機能」および 22ページの「1.3サーバーのバックパネルの機能」を参照してくだ
さい。

図 3–9 電源装置の取り付け
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サーバーの電源を切る必要のある CRUコ
ンポーネントの保守

この章では、保守の前にシステムの電源を切る必要のない顧客交換可能ユニット
(CRU)を保守する方法について説明します。

次の内容で構成されています。

■ 53ページの「4.1メモリーライザーおよびDIMM (CRU)の保守」
■ 69ページの「4.2 PCIeカード (CRU)の保守」
■ 76ページの「4.3 DVDドライブおよびDVDドライブフィラーパネル (CRU)の保
守」

■ 79ページの「4.4システムリチウムバッテリ (CRU)の保守」

4.1 メモリーライザーおよびDIMM (CRU)の保守

注意 –これらの手順では、静電放電に弱いコンポーネントを取り扱う必要がありま
す。静電放電は、コンポーネントの障害の原因となる可能性があります。損傷を防
ぐため、27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」で説明されている静電気
防止対策を必ず実行してください。

サーバーのDIMMを交換またはアップグレードするときは、次のことを考慮するよ
うにしてください。

■ CPU、メモリーライザー、およびDIMMの物理的配置
54ページの「4.1.1 CPU、メモリーライザー、およびDIMMの物理的配置」を参
照してください。

■ メモリーライザー配置規則

55ページの「4.1.2メモリーライザー配置規則」を参照してください。
■ メモリーライザーDIMM配置規則

56ページの「4.1.3メモリーライザーDIMM配置規則」を参照してください。
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■ メモリーライザーを通してDIMMを取り付けるための規則
57ページの「4.1.4メモリーのパフォーマンスに関するガイドライン」を参照し
てください。

■ DIMMランク分類ラベル
58ページの「4.1.6サポートされるDIMM」を参照してください。

■ DIMMの取り付け手順
66ページの「メモリーライザーおよびDIMMを取り付ける」を参照してくださ
い。

4.1.1 CPU、メモリーライザー、およびDIMMの物理的
配置
CPU、メモリーライザー、およびDIMMの物理的配置を図 4–1および図 4–2に示し
ます。

図 4–1 CPUおよびメモリーライザーの配置
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4.1.2 メモリーライザー配置規則

注 – Sun Server X2-4では、「V2 Memory Riser」というラベルの付いたメモリーライ
ザーだけがサポートされています。サーバーにメモリーライザーを取り付ける前
に、メモリーライザーにこのラベルが付いていることを確認してください。

システムファームウェアは、取り付けられているCPUが Sun Server X2-4用のものか
どうかを確認します。メモリーライザーのモデルがほかのCPUファミリに属してい
る場合、システムファームウェアは障害を通知します。

Sun Server X2-4のメモリーライザー配置規則は次のとおりです。

1. 1 CPU当たり最大 2枚のメモリーライザー (MR0およびMR1)がサポートされてい
るため、4 CPUシステムでは 8枚までのメモリーライザー、2 CPUシステムでは 4
枚までのメモリーライザーを取り付けることができます。

2. サーバーシャーシ内の各メモリーライザースロットにはメモリーライザーまたは
フィラーパネルを取り付ける必要があり、各メモリーライザーにはDIMMまたは
DIMMフィラーパネルを取り付ける必要があります (DIMMとフィラーパネルの
混在可)。たとえば、2 CPUシステムの場合、空のCPUソケット (P1および P3)に
対応するメモリーライザースロットには、1 CPU当たり 2枚のライ
ザーフィラーパネルを取り付ける必要があります。

3. パフォーマンスを重視する構成では、1 CPU当たり 2枚のメモリーライザーを取
り付けるようにしてください。1 CPU当たり 2枚のメモリーライザーを必要とし
ない構成では、次のガイドラインに従うようにしてください。

■ まず、番号がもっとも小さいCPU (P0)から順に、CPUごとにライザースロット
MR0に取り付けます。

■ 次に、番号がもっとも小さいCPU (P0)から順に、CPUごとにライザースロット
MR1に取り付けます。

4.1メモリーライザーおよびDIMM (CRU)の保守

第 4章 • サーバーの電源を切る必要のある CRUコンポーネントの保守 55



4.1.3 メモリーライザーDIMM配置規則
Sun Server X2-4のメモリーライザーDIMM配置規則は次のとおりです。

1. メモリーの動作速度は最大 1066 MHzです。これは、より高速と評価される、サ
ポートされているDIMMにも当てはまります。

2. サポートされているDIMMには、シングルランク、デュアルランク、またはク
ワッドランクの 4Gバイト、8Gバイト、16Gバイト、および 32Gバイトの JEDEC
2013標準のDDR3低電圧 ECC RDIMMがあります。

3. CMOD上のDIMMはすべて同じ密度と編成である必要があります。

注 –デュアルランク 16GバイトDIMMとクワッドランク 16GバイトDIMMを 1つ
のCMOD上に混在させないでください。ランクまたは密度の異なるDIMMを混
在させると、パフォーマンスが低下します。

■ シングルランクDIMM (1Rx8とマークされている)とデュアルランクDIMM
(2Rx4とマークされている)にはヒートスプレッダが装備されていません。

■ クワッドランクDIMMは 4Rx4とマークされ、ヒートスプレッダが装備されて
います。ヒートスプレッダを装備したDIMMのいちばん上には 2つのU字形
の金属クリップが付いています。

4. 各メモリーライザーは最大 8つのDIMM (4ソケットの Sun Server X2-4では最大 64
のDIMM)をサポートしています。

5. DIMMスロットは、次の配置順で色分けされています。
■ 青色

図 4–2 メモリーライザーDIMMの物理的配置および取り付け順序
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■ 白色
■ 黒色
■ 緑色

6. DIMMスロットは (同じメモリーキットから)同一のDIMMとペアにして、プロ
セッサ内に配置する必要があります。

図 4–2に示すとおり、推奨されるDIMMの装着順序は次のとおりです。
a. D0/D4
b. D2/D6
c. D1/D5
d. D3/D7

7. 同じライザー上にはデュアルランクDIMMより前にクワッドランクDIMMを取
り付けます。具体的には、1つのDRAMチャネルに両方のランクタイプを使用す
る場合、クワッドランクDIMMをD0/D4またはD2/D6スロットに取り付ける必
要があります。

注 –クワッドランクDIMMとデュアルまたはシングルランクDIMMが同じメモ
リーライザー上に混在する場合、各チャネルのスロット 0にクワッドランク
DIMMを取り付けるようにしてください。

4.1.4 メモリーのパフォーマンスに関するガイドライン
これらのガイドラインに従うことで、最大のシステムパフォーマンスが得られま
す。ガイドラインは重要なものから順に示されています。

1. 各メモリーライザーにいくつかのDIMMを取り付けます。
2. 各DRAMチャネルにDIMMを取り付けます (メモリーライザー当たり少なくとも

4つのDIMM)。
3. 各CPUに対して、MR0およびMR1ライザー上の合計ギガバイトが等しくなるよ
うにします。すべてのライザーペアに均等な容量を割り当てると、メモリー帯域
幅が 5%向上します。

4. メモリー容量をCPUに均等に分配して、オペレーティングシステムが大規模なメ
モリータスクをより効率的に分散できるようにします。

5. 同じメモリーライザー内にデュアルランクとクワッドランクのDIMMを混在させ
ないでください。

4.1.4.1 推奨されるメモリー配置
Sun Server X2-4では、取り付けるDIMMの数を増やしてもDIMMの動作速度は低下
しません。最大のメモリーパフォーマンスを得るために、サーバーのDIMMを追加
または交換する場合は次の単純なガイドラインに従ってください。1サイズまたは複
数サイズのDIMMを、各サイズ偶数個ずつ使用します。
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1. 最大容量のDIMMを使用して、ライザー当たり 2つのDIMMを P0/MR0から始め
て P3/MR1まで追加したあと、必要に応じて P0/MR0からふたたび始めて、最大
容量のDIMMをすべて取り付けます。
1サイズのDIMMを取り付ける場合は、この手順ですべてのDIMMが取り付けら
れます。異なるサイズの追加のDIMMを取り付ける場合は、次のガイドライン手
順に進みます。

クワッドランク (16Gバイト)のDIMMを追加または交換する場合、それらは
D0/D4スロットまたはD2/D6スロットのみに取り付けることができ、それ以外の
場合はそれらのスロットにすでに 16GバイトDIMMが取り付けられているDRAM
チャネルに取り付けることができます。

2. 次に容量の大きいDIMMを使用して、ライザー当たり 2つのDIMMを、DIMM数
のもっとも少ないライザーから始めて P0/MR0から P3/MR1まで追加したあ
と、必要に応じて P0/MR0からふたたび始めて、このサイズのDIMMがなくなる
か、すべてのライザーに 4つのDIMMが取り付けられるまで続けます。
4つ未満のDIMMが取り付けられているライザーが残っているかぎり、DIMMを
容量の大きい順に使用してこの手順を繰り返します。すべてのライザーに 4つの
DIMMが取り付けられたら、次のガイドライン手順に進みます。

3. 次に容量の大きいDIMMを使用して、ライザー当たり 2つのDIMMを、合計ギガ
バイト数のもっとも少ないライザーに追加します。P0/MR0から始めて P3/MR1ま
で追加したあと、必要に応じて P0/MR0からふたたび始めます。
残りのすべてのDIMMを容量の大きい順に使用してガイドライン手順 3を繰り返
し、すべてのDIMMを取り付けます。

4.1.5 DIMMの障害分離
Sun Server X2-4の各メモリーライザーカードでサポートされる 8つのDIMMは、2つ
の論理DDR3チャネルに分割されます。最初の論理チャネルには、スロット
D0、D1、D4、およびD5に取り付けられたDIMMが含まれます。2番目の論理
チャネルには、スロットD2、D4、D6、およびD7に取り付けられたDIMMが含まれ
ます。論理DDR3チャネル内で 1つ以上のDIMMに障害が発生すると、以降の
ブート時に BIOSによってその論理チャネル内の 4つのDIMMすべてが無効にされま
す。これにより、障害のあるコンポーネントがシステムから分離され、障害のある
コンポーネントが存在することで正しい動作が妨害されることはなくなります。

4.1.6 サポートされるDIMM
Sun Server X2-4で最初にサポートされるDIMMは PC3LタイプのRDIMMで、これは
DDR3低電圧DIMMです。表 4–1に、サポートされるDIMMサイズを示します。
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表 4–1 サポートされるDIMMサイズと構成

DIMMサイズ 構成

■ 4Gバイト デュアルランク x8 (2Rx8)

■ 8Gバイト デュアルランク x4 (2Rx4)

■ 16Gバイト クワッドランク x4 (4Rx4)

■ 16Gバイト デュアルランク x4 (4Rx4)

4.1.7 サポートされないDIMM
Sun Server X2-4では、次のDIMMをサポートしていません。

■ MetaRAM
■ LR-DIMMまたはUDIMM
■ 256Mビットまたは 512MビットのDRAMテクノロジを使用したDIMM
■ DDR3-800 MHz RDIMM
■ DDR3-978 MHz RDIMM

4.1.8 メモリーライザー、DIMM、およびフィラーパネ
ルの取り外しと取り付け
メモリーライザー、DIMM、およびフィラーパネルの取り外しと取り付けを行うに
は、次の手順を使用します。

▼ メモリーライザーフィラーパネルを取り外す
保守作業の準備をします。

a. 静電気防止用リストストラップを着用します。
27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

b. サーバーの電源を切ります。
30ページの「2.6サーバーの電源切断」を参照してください。

c. サーバーを保守位置まで引き出します。
28ページの「2.4保守のためのサーバーの配置」を参照してください。

1
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d. 上部カバーを取り外します。

32ページの「2.7サーバーの上部カバーの取り外し」を参照してください。

取り外すメモリーライザーフィラーパネルを探します。

メモリーライザーフィラーパネルをまっすぐ持ち上げ、メモリーモジュールソ
ケットから取り外します。

注意 –メモリーライザーフィラーパネルを取り外した場合は必ず別のフィラーパネル
またはメモリーライザーに交換してください。そうしない場合は、通気が十分に確
保されず、サーバーが過熱するおそれがあります。

▼ DIMMフィラーパネルを取り外す
保守作業の準備をします。

a. 静電気防止用リストストラップを着用します。

27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

b. サーバーの電源を切ります。

30ページの「2.6サーバーの電源切断」を参照してください。

c. サーバーを保守位置まで引き出します。

28ページの「2.4保守のためのサーバーの配置」を参照してください。

d. 上部カバーを取り外します。

32ページの「2.7サーバーの上部カバーの取り外し」を参照してください。

取り外すDIMMフィラーパネルが取り付けられているメモリーライザーを探します。

メモリーライザーをまっすぐ持ち上げ、メモリーモジュールソケットから取り外し
ます。

取り外すDIMMフィラーパネルを探します。

DIMMフィラーパネルを取り外すには、次を実行します。

a. 両側のDIMMスロット取り外しレバーを止まるまで外側に回します。

フィラーパネルがソケットから少し外れます。
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b. DIMMフィラーパネルを慎重にまっすぐ持ち上げ、ソケットから取り外します
(図 4–6)。

注意 – DIMMフィラーパネルを取り外した場合は必ず別のフィラーパネルまたは
DIMMに交換してください。そうしない場合は、通気が十分に確保され
ず、サーバーが過熱するおそれがあります。

▼ メモリーライザーおよびDIMMを取り外す
保守作業の準備をします。

a. 静電気防止用リストストラップを着用します。

27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

b. サーバーの電源を切ります。

30ページの「2.6サーバーの電源切断」を参照してください。

c. サーバーを保守位置まで引き出します。

28ページの「2.4保守のためのサーバーの配置」を参照してください。

d. 上部カバーを取り外します。

32ページの「2.7サーバーの上部カバーの取り外し」を参照してください。

障害の発生したDIMMが取り付けられているメモリーライザーを特定するため、通気
仕切り上にある障害検知ボタンを押します (図 4–3)。

■ メモリーライザー保守要求 LEDが消灯している場合、このライザーに取り付けら
れているDIMMはすべて正常に作動しています。

■ メモリーライザー保守要求 LEDがオレンジ色で点灯している場合、このライ
ザーに取り付けられている 1つ以上のDIMMに障害が発生しているか、またはそ
の構成が誤っています。

注 –障害検知ボタンの上に、障害検知ボタン電源LEDがあります。障害検知ボタ
ンが押されると、検知回路が正しく動作していることを示すためにこの電源 LED
が点灯します (緑色)。

1
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保守要求 LEDが点灯しているメモリーライザーをまっすぐ持ち上げ、メモリーモ
ジュールソケットから取り外します (図 4–4)。

図 4–3 通気仕切り上の障害検知ボタン

3
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障害が発生しているか構成が誤っているDIMMを特定するため、メモリーライザー上
にある障害検知ボタンを押します (図 4–5)。

■ DIMM保守要求 LEDが消灯している場合: DIMMは正常に作動しています。

■ DIMM保守要求 LEDがオレンジ色で点灯している場合: DIMMに障害が発生している
か、またはその構成が誤っているため、修正作業が必要です。

図 4–4 メモリーライザーの取り外し
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次の手順に従ってDIMMを取り外します (図 4–6)。

a. 両側のDIMMスロット取り外しレバーを止まるまで外側に回します。

DIMMが部分的にソケットから外れます。

b. DIMMを慎重にまっすぐ上に持ち上げて、ソケットから取り外します。

図 4–5 メモリーライザー上の障害検知ボタン

5
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図の凡例

1: DIMMコネクタスロット
2: DIMMコネクタキー
3: DIMM取り外しレバー

注意 –メモリーライザーまたはDIMMを取り外した場合は必ず別のメモリーライ
ザー、DIMM、またはフィラーパネルに交換してください。そうしない場合は、通
気が十分に確保されず、サーバーが過熱するおそれがあります。

注意 – DIMMは必ず同一のDIMMタイプ (同じパーツ番号)から成るマッチドペアで
取り付けてください。

図 4–6 DIMMソケットの解放と位置合わせ
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▼ メモリーライザーおよびDIMMを取り付ける
次の手順を実行するときは、図 4–7および図 4–8を参照してください。

DIMMを開梱し、静電気防止用マットの上に置きます。

メモリーモジュールスロットの両側にある取り外しレバーが完全に開いていること
を確認します。

DIMMの位置を空きスロットに合わせます。

DIMMのノッチをコネクタのキーに合わせます。ノッチがあるので、DIMMを正し
い向きに取り付けることができます。

取り外しレバーによってDIMMが固定されるまで、DIMMをスロットにゆっくり押し
込みます。

DIMMをコネクタに簡単に固定できない場合は、図 4–6のようにDIMMのノッチが
コネクタのキーと合っていることを確認します。ノッチが合っていないと、DIMM
が破損する可能性があります。

交換用のDIMMがすべて取り付けられるまで、手順 2から手順 4を繰り返します。

メモリーライザーが固定されるまで、メモリーライザーを対応するCPUのメモ
リーライザースロットに押し込みます。

図 4–7 DIMMの取り付け
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サーバーを稼動状態に戻します。

a. 上部カバーを取り付けます。

107ページの「6.1サーバーの上部カバーの取り付け」を参照してください。

b. サーバーを通常のラック位置に戻します。

108ページの「6.2サーバーを通常のラック位置に戻す」を参照してください。

c. サーバーの電源を入れます。

109ページの「6.3サーバーの電源投入」を参照してください。

図 4–8 メモリーライザーモジュールの取り付け
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▼ メモリーライザーフィラーパネルを取り付ける

メモリーライザーフィラーパネルの位置を空きスロットに合わせます。

メモリーライザーフィラーパネルをスロットにゆっくり押し込みます。

サーバーを稼動状態に戻します。

a. 上部カバーを取り付けます。

107ページの「6.1サーバーの上部カバーの取り付け」を参照してください。

b. サーバーを通常のラック位置に戻します。

108ページの「6.2サーバーを通常のラック位置に戻す」を参照してください。

c. サーバーの電源を入れます。

109ページの「6.3サーバーの電源投入」を参照してください。

▼ DIMMフィラーパネルを取り付ける
メモリーライザー上の空きDIMMスロットの位置を確認します。

メモリーモジュールスロットの両側にある取り外しレバーが完全に開いていること
を確認します。

DIMMフィラーパネルの位置を空きスロットに合わせます。

取り外しレバーによってDIMMフィラーパネルが固定されるまで、そのフィラーパネ
ルをスロットにゆっくり押し込みます。

サーバーを稼動状態に戻します。

a. 上部カバーを取り付けます。

107ページの「6.1サーバーの上部カバーの取り付け」を参照してください。

b. サーバーを通常のラック位置に戻します。

108ページの「6.2サーバーを通常のラック位置に戻す」を参照してください。

c. サーバーの電源を入れます。

109ページの「6.3サーバーの電源投入」を参照してください。
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4.2 PCIeカード (CRU)の保守
このセクションでは、PCIeカードの取り外しおよび取り付けの方法について説明し
ます。

PCIeスロットの位置については、22ページの「1.3サーバーのバックパネルの機
能」を参照してください。

4.2.1 PCIeカードの構成規則
このサーバーでは、最大 10枚のロープロファイル PCIe 2.0カードをサポートしてい
ます。サポートされている PCIeカードの詳細と、カード枚数およびスロットの制限
については、『Sun Server X2-4プロダクトノート』を参照してください。

サーバーでは次の PCIeカードスロットが使用可能です。
■ スロット 0および 9: x4電気インタフェース
■ スロット 1、2、4、6、7、および 8: x8電気インタフェース
■ スロット 3および 5: x8または x16電気インタフェース (x16コネクタ)

注 –スロット 3および 5は、x16対応のカードが搭載され、隣のスロット (4または
6)にカードが搭載されていない場合にのみ、x16インタフェースとして動作しま
す。

PCIeカードを取り付けるスロットを決める際には、これらのガイドラインに従って
ください。

■ まず、冷却について検討し、カードを特定のスロットに取り付ける必要があるか
どうかを調べます。PCIeカードの冷却の考慮事項については、『Sun Server X2-4
プロダクトノート』を参照してください。

■ 構成に内蔵 SAS/SATAホストバスアダプタ (HBA)が含まれている場合は、それに
バッテリパックが内蔵されているかどうかを確認します。バックアップバッテリ
付きの内蔵HBAは、最適な冷却のためスロット 4に取り付けます。それ以外の場
合は、より単純なバッテリなし SAS/SATA HBAをスロット 2に取り付けます。

■ 帯域幅の広い PCIeカードの場合は、サーバーの 2つの I/Oハブ (IOH)間で
サーバーの負荷が分散されるようにカードを取り付け、それぞれは使用可能な
PCIeスロットのうちの 5つに接続されます。(IOH0はスロット 0–4、IOH1はス
ロット 5–9に接続されます。)スロット 9および 0は x4スロットなので、帯域幅の
広いカードを取り付けないようにしてください。次のように負荷を分散します。

– IOH0 (スロット 0–4に接続される)はすでにいくらかの帯域幅を ICH10サウス
ブリッジのデバイスに使用している可能性があるため、最初の高帯域カードを
スロット 5–8のいずれかに取り付けます。
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– 次の高帯域カードをスロット 1–4のいずれかに取り付けます。(スロット 0–4
に内蔵HBAがすでに取り付けられている場合は、この手順をスキップし、次
のカードをスロット 5–8の残りのいずれかに取り付けます。)

– 高帯域カードをスロット 1–4と 5–8に交互に取り付けていきます。
■ 低速のカード (1Gビット/秒の Ethernetアダプタ、8Gビット/秒のファイバチャネ
ルアダプタなど)は、スロット 0や 9の x4スロットを含むどの位置でも問題なく
機能するため、残っているスロットに取り付けます。

4.2.2 ブート可能デバイスを備えたPCIeカード
ブート可能デバイスとして使用できるいくつかの PCIeカードがサーバーに取り付け
られている場合は、ブートに使用されない PCIeスロットのOption ROMを無効にし
て、ブートに使用されるスロットでリソースが使用できるようにします。デフォル
トでは、BIOSは PCIeスロット 2と 4、および 4つのギガビット Ethernetポートの
Option ROMを有効にします。Option ROMの無効化については、130ページ
の「Option ROM設定を構成する」を参照してください。

4.2.3 PCIリソース不足エラーの防止
いくつかの Sun x4 PCI Express Quad Gigabit Ethernetロープロファイルアダプタ PCIe
カード (4446A-Z-NまたはX4446A-Z-N)がサーバースロット 0から 4に取り付けられ
ている場合、あるいは、これらのカードの 1つでもスロット 5から 9に取り付けられ
ている場合、BIOSは「PCIリソース不足」イベントをログに記録することがありま
す。このエラーは、BIOSが I/O空間の 8Kバイトを各Quad Gigabit Ethernetカードに
割り当てるため発生します (通常のカードには I/O空間の 4Kバイトのみ)。記録され
るエラーの一般的な形式は次のとおりです。

6491 Tue Dec 7 14:19:57 2010 IPMI Log minor ID = a5a9 : 12/07/2010 : 14:19:57 :

System Firmware Error: sensor number =0x00 : PCI resource exhaustion: Bus 147

Device 0 Func 0 6490 Tue Dec 7 14:19:57 2010 IPMI Log minor ID = a5a8 : 12/07/2010

: 14:19:57 : System Firmware Error: sensor number =0x00 : PCI resource

exhaustion: Bus 147 Device 0 Func 1

「PCIリソース不足」イベントが発生しないようにするには、BIOS設定を変更し
て、Quad Gigabit Ethernetカードが取り付けられているすべてのスロットで I/Oの割
り当てを無効にします。BIOS設定ユーティリティーにアクセスして「PCIPnP」メ
ニューから I/O割り当てを無効にする方法については、121ページの「7.8一般的な
BIOS手順の実行」を参照してください。この回避方法の例外として、PXEネット
ワークブートでQuad Gigabit Ethernetカードを使用する場合は、そのスロットの I/O
割り当てを有効なままにしておくようにしてください。BIOSは空きスロットには
I/O空間を割り当てないため、サーバー内の空き PCIeスロットの数を最大にするこ
とも、「PCIリソース不足」イベントの防止に役立つ可能性があります。
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4.2.4 PCIeカードおよびPCIeカードフィラーパネルの取
り外しと取り付け
PCIeカードおよび PCIeカードフィラーパネルの取り外しと取り付けを行うには、次
の手順を使用します。

▼ PCIeカードフィラーパネルを取り外す

注意 –この手順では、静電放電に弱いコンポーネントを取り扱う必要があります。静
電放電は、コンポーネントの障害の原因となる可能性があります。損傷を防ぐた
め、27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」で説明されている静電気防止
対策を必ず実行してください。

注意 –拡張カードの取り外しまたは取り付けを行う前に、サーバーのすべての電源が
切断されていることを確認してください。この手順を実行する前に、電源ケーブル
を外しておく必要があります。

保守作業の準備をします。

a. 静電気防止用リストストラップを着用します。
27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

b. サーバーの電源を切断し、サーバーの電源装置から電源コードをすべて取り外し
ます。

30ページの「2.6サーバーの電源切断」を参照してください。

c. サーバーを保守位置まで引き出します。
28ページの「2.4保守のためのサーバーの配置」を参照してください。

d. 上部カバーを取り外します。
32ページの「2.7サーバーの上部カバーの取り外し」を参照してください。

取り外すPCIeカードフィラーパネルを探します。
PCIeスロットとその位置については、22ページの「1.3サーバーのバックパネルの機
能」を参照してください。

PCIeスロットのクロスバーを、ロックされている位置から外し、直立する位置まで
回します (図 4–9)。
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PCIeカードフィラーパネルをPCIeスロットから取り外します。

注意 – PCIeカードフィラーパネルを取り外した場合は必ず別のフィラーパネルまたは
PCIeカードに交換してください。そうしない場合は、通気が十分に確保され
ず、サーバーが過熱するおそれがあります。

▼ PCIeカードを取り外す

注意 –この手順では、静電放電に弱いコンポーネントを取り扱う必要があります。静
電放電は、コンポーネントの障害の原因となる可能性があります。損傷を防ぐた
め、27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」で説明されている静電気防止
対策を必ず実行してください。

注意 –拡張カードの取り外しまたは取り付けを行う前に、サーバーのすべての電源が
切断されていることを確認してください。この手順を実行する前に、電源ケーブル
を外しておく必要があります。

保守作業の準備をします。

a. 静電気防止用リストストラップを着用します。
27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

b. サーバーの電源を切断し、サーバーの電源装置から電源コードをすべて取り外し
ます。

30ページの「2.6サーバーの電源切断」を参照してください。

c. サーバーを保守位置まで引き出します。
28ページの「2.4保守のためのサーバーの配置」を参照してください。

d. 上部カバーを取り外します。
32ページの「2.7サーバーの上部カバーの取り外し」を参照してください。

取り外すPCIeカードを探します。
PCIeスロットとその位置については、22ページの「1.3サーバーのバックパネルの機
能」を参照してください。

必要に応じて、PCIeカードが取り付けられている場所を書きとめます。

4

1

2

3

4.2 PCIeカード (CRU)の保守

Sun Server X2-4 (旧 Sun Fire X4470 M2) • 2013年 4月72



PCIeカードからデータケーブルをすべて取り外します。

あとでふたたび取り付けることができるように、すべてのケーブルの位置を書きと
めます。

PCIeカードスロットのクロスバーを、ロックされている位置から外し、直立する位
置まで回します (図 4–9)。

PCIeカードをPCIeカードスロットから慎重に取り外します。

注意 – PCIeカードを取り外した場合は必ず別のPCIeカードまたはフィラーパネルに
交換してください。そうしない場合は、通気が十分に確保されず、サーバーが過熱
する恐れがあります。

図 4–9 クロスバーの解除
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▼ PCIeカードを取り付ける
次の手順を実行するときは、図 4–10を参照してください。

注意 –この手順では、静電放電に弱いコンポーネントを取り扱う必要があります。静
電放電は、コンポーネントの障害の原因となる可能性があります。損傷を防ぐた
め、27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」で説明されている静電気防止
対策を必ず実行してください。

注意 – PCIeカードの取り外しまたは取り付けを行う前に、サーバーのすべての電源が
切断されていることを確認してください。この手順を実行する前に、電源ケーブル
を外しておく必要があります。

PCIeカードを開梱し、静電気防止用マットの上に置きます。

サーバーの電源が切断されていること、およびサーバーの電源装置から電源コード
がすべて取り外されていることを確認します。

30ページの「2.6サーバーの電源切断」を参照してください。

PCIeカードをPCIeカードスロットに取り付けます。

図 4–10 PCIeカードの取り付け
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PCIeカードスロットのクロスバーを閉じたロック位置に戻します。

サーバーを稼動状態に戻します。

a. 上部カバーを取り付けます。

107ページの「6.1サーバーの上部カバーの取り付け」を参照してください。

b. サーバーを通常のラック位置に戻します。

108ページの「6.2サーバーを通常のラック位置に戻す」を参照してください。

c. すべての電源コードをサーバーの電源装置に再接続し、サーバーの電源を投入し
ます。

109ページの「6.3サーバーの電源投入」を参照してください。

障害の発生したPCIeカードを取り付け中のPCIeカードと交換する場合は、ILOM
(Oracle Integrated Lights Out)を使用して、PCIeカード障害を手動でクリアします。

サーバーの障害をクリアする手順については、『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.1ユーザーズガイド』を参照してください。

必要なオペレーティングシステムのインストールなど、PCIeカードの構成に関する
情報については、PCIeカードに付属のドキュメントを参照してください。

RAID構成を構築または復旧する手順については、『LSI MegaRAID SASソフトウェア
ユーザーズガイド』を参照してください。このドキュメントは http://www.lsi.com/

support/sunで入手できます。

▼ PCIeカードフィラーパネルを取り付ける
次の手順を実行するときは、図 4–10を参照してください。

注意 –この手順では、静電放電に弱いコンポーネントを取り扱う必要があります。静
電放電は、コンポーネントの障害の原因となる可能性があります。損傷を防ぐた
め、27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」で説明されている静電気防止
対策を必ず実行してください。

注意 – PCIeカードフィラーパネルの取り外しまたは取り付けを行う前に、サーバーの
すべての電源が切断されていることを確認してください。この手順を実行する前
に、電源ケーブルを外しておく必要があります。
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サーバーの電源が切断されていること、およびサーバーの電源装置から電源コード
がすべて取り外されていることを確認します。
30ページの「2.6サーバーの電源切断」を参照してください。

PCIeカードフィラーパネルをPCIeカードスロットに取り付けます。

PCIeカードスロットのクロスバーを閉じたロック位置に戻します。

サーバーを稼動状態に戻します。

a. 上部カバーを取り付けます。
107ページの「6.1サーバーの上部カバーの取り付け」を参照してください。

b. サーバーを通常のラック位置に戻します。
108ページの「6.2サーバーを通常のラック位置に戻す」を参照してください。

c. すべての電源コードをサーバーの電源装置に再接続し、サーバーの電源を投入し
ます。
109ページの「6.3サーバーの電源投入」を参照してください。

4.3 DVDドライブおよびDVDドライブフィラーパネル
(CRU)の保守

DVDドライブおよびDVDドライブフィラーパネルの取り外しと取り付けを行うに
は、次の手順を使用します。

▼ DVDドライブまたはDVDドライブフィラーパネル
を取り外す
次の手順を実行するときは、図 4–11を参照してください。

保守作業の準備をします。

a. 静電気防止用リストストラップを着用します。
27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

b. ドライブにメディアが挿入されている場合は、取り出します。

c. サーバーの電源を切ります。
30ページの「2.6サーバーの電源切断」を参照してください。
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DVDドライブまたはフィラーパネルの左上隅にあるラッチを押し下げます。

DVDドライブまたはフィラーパネルをサーバーから引き出します。

注意 – DVDドライブまたはフィラーパネルを取り外した場合は必ず別のDVDドライ
ブまたはフィラーパネルに交換してください。そうしない場合は、通気が十分に確
保されず、サーバーが過熱する恐れがあります。

▼ DVDドライブまたはDVDドライブフィラーパネル
を取り付ける
次の手順を実行するときは、図 4–12を参照してください。

DVDドライブまたはフィラーパネルを開梱します。

DVDドライブの場合は、静電気防止用マットの上に置きます。

DVDドライブまたはフィラーパネルをシャーシの前面から、固定されるまで押し込
みます。

図 4–11 DVDドライブまたはフィラーパネルの取り外し
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サーバーを稼動状態に戻します。

a. サーバーを通常のラック位置に戻します。
108ページの「6.2サーバーを通常のラック位置に戻す」を参照してください。

b. サーバーの電源を入れます。
109ページの「6.3サーバーの電源投入」を参照してください。

図 4–12 DVDドライブまたはフィラーパネルの取り付け
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4.4 システムリチウムバッテリ (CRU)の保守
システムバッテリは、サーバーの電源が切断されてAC電源が供給されない間、シス
テム時間を維持します。IPMIログにバッテリ障害が記録されている場合は、システ
ムバッテリを交換してください。システムバッテリの取り外しと取り付けを行うに
は、次の手順を使用します。

注意 –バッテリの取り外しまたは取り付けを行う場合は、事前にサーバーの電源をす
べて切断してください。これらの手順を実行する前に、システムから電源ケーブル
を取り外す必要があります。

▼ システムバッテリを取り外す

保守作業の準備をします。

a. 静電気防止用リストストラップを着用します。

27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

b. サーバーの電源を切断し、サーバーの電源装置から電源コードをすべて取り外し
ます。

30ページの「2.6サーバーの電源切断」を参照してください。

c. サーバーを保守位置まで引き出します。

28ページの「2.4保守のためのサーバーの配置」を参照してください。

d. 上部カバーを取り外します。

32ページの「2.7サーバーの上部カバーの取り外し」を参照してください。

バッテリホルダーからバッテリを取り外すため、バッテリを押さえている金属製の
爪を手前に引き、バッテリを上方向に滑らせてバッテリホルダーから引き出します
(図 4–13)。
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▼ システムバッテリを取り付ける

交換用のバッテリを開梱します。

新しいバッテリをバッテリホルダーに押し入れます (プラス極が、バッテリを押さえ
る金属製の爪の反対側)。

サービスプロセッサが時間情報プロトコル (NTP)を使用してネットワークタイム
サーバーと同期するように構成されている場合は、サーバーの電源を投入して
ネットワークに接続すると、すぐにOracle ILOMクロックがリセットされます。それ
以外の場合は、次の手順に進みます。

サービスプロセッサがNTPを使用するように構成されていない場合は、Oracle ILOM
のCLIまたはWebインタフェースを使用して、Oracle ILOMクロックをリセットする必
要があります。

手順については、Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1のドキュメントライ
ブラリ (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31)を参照してください。

図 4–13 バッテリを取り外す
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サーバーを稼動状態に戻します。

a. 上部カバーを取り付けます。
107ページの「6.1サーバーの上部カバーの取り付け」を参照してください。

b. サーバーを通常のラック位置に戻します。
108ページの「6.2サーバーを通常のラック位置に戻す」を参照してください。

c. すべての電源コードをサーバーの電源装置に再接続し、サーバーの電源を投入し
ます。

109ページの「6.3サーバーの電源投入」を参照してください。

バッテリを交換したあと、BIOS設定ユーティリティーを使用してシステムの時間と
システムの日付を更新します。

BIOS設定ユーティリティーの使用方法については、第 7章「ブート時のサーバーの
保守」を参照してください。
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FRUコンポーネントの保守

この章では、現場交換可能ユニット (FRU)を保守する方法について説明します。す
べての FRUコンポーネントを保守する前に、システムの電源を切断し、AC電源
コードを取り外す必要があります。

注 –承認サービスプロバイダ (ASP)だけが FRUコンポーネントを保守する必要があり
ます。

この章は、次の内容で構成されています。

■ 83ページの「5.1 CPUおよびヒートシンク (FRU)の保守」
■ 91ページの「5.2ファンボード (FRU)の保守」
■ 95ページの「5.3電源バックプレーン (FRU)の保守」
■ 99ページの「5.4ディスクドライブバックプレーン (FRU)の保守」
■ 102ページの「5.5マザーボード (FRU)の保守」

5.1 CPUおよびヒートシンク (FRU)の保守
このセクションでは、CPUおよびヒートシンクを保守する方法について説明しま
す。

注意 –これらの手順では、静電放電に弱いコンポーネントを取り扱う必要がありま
す。静電放電は、コンポーネントの障害の原因となる可能性があります。損傷を防
ぐため、27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」で説明されている静電気
防止対策を必ず実行してください。
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5.1.1 CPU配置
このサーバーは 2つまたは 4つのCPUで動作します。2 CPUシステムでは、CPUを
ソケット 0および 2に取り付ける必要があります。

5.1.2 ヒートシンクフィラーパネル、CPUカバープ
レート、ヒートシンク、およびCPUの取り外しと
取り付け
ヒートシンクフィラーパネル、CPUカバープレート、ヒートシンク、およびCPUの
取り外しと取り付けを行うには、次の手順を使用します。

注 – CPUを取り付けるときは、取り付けるCPUの (シャーシの正面に向かって)左側
のCPU上にあるヒートシンクまたはヒートシンクフィラーパネルも取り外し
て、CPU取り外しレバーを正しく解除するためのスペースを確保する必要がありま
す。

▼ ヒートシンクフィラーパネルおよびCPUカバープレートを取り外
す

保守作業の準備をします。

a. 静電気防止用リストストラップを着用します。
27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

b. サーバーの電源を完全に切断し、サーバーの電源装置から電源コードをすべて取
り外します。

30ページの「2.6サーバーの電源切断」を参照してください。

c. サーバーを保守位置まで引き出します。
28ページの「2.4保守のためのサーバーの配置」を参照してください。

d. 上部カバーを取り外します。
32ページの「2.7サーバーの上部カバーの取り外し」を参照してください。

ヒートシンクフィラーパネルを固定している 2本の脱落防止機構付きねじをゆるめ
ます。

ヒートシンクフィラーパネルを持ち上げてシャーシから外します。
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注意 –ヒートシンクフィラーパネルを取り外した場合は必ずヒートシンクまたは別の
ヒートシンクフィラーパネルに交換してください。そうしない場合は、通気が十分
に確保されず、サーバーが過熱する恐れがあります。

CPUが一度も取り付けられたことのないCPUソケットにCPUを取り付ける場合
は、CPUカバープレートを取り外します。

a. CPU取り外しレバーを押し下げ、横に動かしてCPUソケットから離し、上に回転
させて外します。

b. ロードプレートを開き、CPUカバープレートを慎重に取り外します。

▼ ヒートシンクおよびCPUを取り外す
次の手順を実行するときは、図 5–1および図 5–2を参照してください。

保守作業の準備をします。

a. 静電気防止用リストストラップを着用します。

27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

b. サーバーの電源を完全に切断し、サーバーの電源装置から電源コードをすべて取
り外します。

30ページの「2.6サーバーの電源切断」を参照してください。

c. サーバーを保守位置まで引き出します。

28ページの「2.4保守のためのサーバーの配置」を参照してください。

d. 上部カバーを取り外します。

32ページの「2.7サーバーの上部カバーの取り外し」を参照してください。

必要に応じて、通気仕切り上にある障害検知ボタンを押し、障害の発生したCPUの
位置を特定します。

■ マザーボード上でCPUの後ろにあるCPU LEDが消灯している場合: CPUは正常に作
動しています。

■ マザーボード上でCPUの後ろにあるCPU LEDがオレンジ色で点灯している場合:
CPUに障害が発生しているため、交換してください。
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注 –障害検知ボタンの上に、障害検知ボタン電源LEDがあります。障害検知ボタ
ンが押されると、検知回路が正しく動作していることを示すためにこの電源 LED
が点灯します (緑色)。

ヒートシンクを取り外します。

a. ヒートシンクから 2つのプラスのねじを取り外します。

ねじを交互に 1回転半ずつ回して、完全に取り外します。

b. ヒートシンクを軽く回してグリース密封を開封し、ヒートシンクを持ち上げ、熱
伝導グリースがほかのコンポーネントを汚さないようにするために、裏返しにし
て平らな場所に置きます。

c. ヒートシンクの下部とCPUの上部から熱伝導グリースを除去するには、アル
コールパッドを使用します。

図 5–1 通気仕切り上の障害検知ボタン
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注意 –ヒートシンクを取り外した場合は必ず別のヒートシンクまたはフィラーパ
ネルに交換してください。そうしない場合は、通気が十分に確保され
ず、サーバーが過熱する恐れがあります。

注意 – CPUを取り外す前にヒートシンクとCPUをきれいにしないと、CPUソ
ケットまたはその他のコンポーネントが汚れてしまう恐れがあります。また、コ
ンポーネントが汚れる恐れがあるため、グリースが指に付かないよう注意してく
ださい。

CPUとヒートシンクを交換する場合は、CPUを取り外します。

a. CPU取り外しレバーを押し下げ、横に動かしてCPUから離し、上に回転させて外
します。

b. ロードプレートを開き、CPUを慎重に取り外します。
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▼ ヒートシンクおよびCPUを取り付ける

取り付けキットを開梱します。

新しいCPUとヒートシンクを追加するのか、あるいはこれらのコンポーネントの一
方または両方が損傷したため交換するのかに応じて、キットには次のものが含まれ
ます。

■ CPUおよびグリース塗布済みヒートシンク

■ グリース塗布済みヒートシンクのみ

■ CPUのみと、既存のヒートシンクに熱伝導グリースを塗るためのシリンジ

図 5–2 ヒートシンクとCPUの取り外し
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該当する場合は、CPUを取り付けます (図 5–3)。

a. CPUをソケットの位置合わせタブに正しく合わせて、慎重にソケットの上に乗せ
ます。

CPUピンの位置が合っていないと破損する可能性があるため、必ず正しい向きで
置いてください。

b. ロードプレートを下げます。
ロードプレートがCPUの周縁部に水平にはまるようにします。

c. 取り外しレバーを下に回し、固定クリップの下に滑り込ませて固定します。

図 5–3 CPUの取り付け
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ヒートシンクを取り付けます。

a. 清掃した既存のヒートシンクを再利用する場合は、シリンジ (新品または交換用
のCPUに付属)を使用して、熱伝導グリースをCPUの上に星型に塗ります。

注 –新品のヒートシンクの場合は、新品のヒートシンクには熱伝導グリースがす
でに塗布されているため、この手順を実行する必要はありません。

b. 2本のねじと取り付け用留め金具の位置が合うようにヒートシンクの向きを調整
します。

注意 –ヒートシンクを取り扱うときは、熱伝導グリースが指に付かないように注
意してください。グリースが指に付いていると、ほかのサーバーコンポーネント
にグリースを付けてしまうおそれがあります。その場合、コンポーネントが汚れ
たり損傷したりする原因となります。

c. ヒートシンクを取り付け用留め金具の位置に合わせてCPUの上に注意深く置
き、熱伝導グリースの層に接触したあとに動かないようにします。

注意 –ヒートシンク構成部品を取り付け時に過度に動かすと、熱伝導グリースの
層が均一にならず、コンポーネントを損傷する可能性があります。

d. ねじを交互に半分ずつ回して、完全に締めます。

サーバーを稼動状態に戻します。

a. 上部カバーを取り付けます。

107ページの「6.1サーバーの上部カバーの取り付け」を参照してください。

b. サーバーを通常のラック位置に戻します。

108ページの「6.2サーバーを通常のラック位置に戻す」を参照してください。

c. すべての電源コードをサーバーの電源装置に再接続し、サーバーの電源を投入し
ます。

109ページの「6.3サーバーの電源投入」を参照してください。

障害の発生したCPUを取り付け中のCPUと交換する場合は、Oracle ILOMを使用し
て、CPU障害を手動でクリアします。

サーバーの障害をクリアする手順については、『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.1ユーザーズガイド』を参照してください。
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▼ ヒートシンクフィラーパネルを取り付ける

2本の脱落防止機構付きねじと取り付け用留め金具の位置が合うようにヒートシンク
フィラーパネルの向きを調整します。

ヒートシンクフィラーパネルをCPUソケットの上に慎重に置きます。

2本の脱落防止機構付きねじを締めて、ヒートシンクフィラーパネルを固定します。

サーバーを稼動状態に戻します。

a. 上部カバーを取り付けます。
107ページの「6.1サーバーの上部カバーの取り付け」を参照してください。

b. サーバーを通常のラック位置に戻します。
108ページの「6.2サーバーを通常のラック位置に戻す」を参照してください。

c. サーバーの電源を入れます。
109ページの「6.3サーバーの電源投入」を参照してください。

5.2 ファンボード (FRU)の保守
ファンボードの取り外しと取り付けを行うには、次の手順を使用します。

注意 –これらの手順では、静電放電に弱いコンポーネントを取り扱う必要がありま
す。静電放電は、コンポーネントの障害の原因となる可能性があります。損傷を防
ぐため、27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」で説明されている静電気
防止対策を必ず実行してください。

▼ ファンボードを取り外す
保守作業の準備をします。

a. 静電気防止用リストストラップを着用します。
27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

b. サーバーの電源を完全に切断し、サーバーの電源装置から電源コードをすべて取
り外します。

30ページの「2.6サーバーの電源切断」を参照してください。
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c. サーバーを保守位置まで引き出します。

28ページの「2.4保守のためのサーバーの配置」を参照してください。

d. 上部カバーを取り外します。

32ページの「2.7サーバーの上部カバーの取り外し」を参照してください。

ファンモジュールをすべて取り外します。

44ページの「ファンモジュールを取り外す」を参照してください。

メモリーライザーをすべて取り外します。

61ページの「メモリーライザーおよびDIMMを取り外す」を参照してください。

サーバーのフロントパネル上のUSBコネクタやビデオコネクタにケーブルが取り付
けられている場合は、すべて取り外します。

ファンボードを取り外します (図 5–4)。

a. 手前側のメモリーライザーガイドをマザーボードに取り付けている、3本の脱落
防止機構付きねじをゆるめます。

b. ファンボードユニットを固定している、シャーシ外側の両側の 2つのねじを取り
外します。

c. マザーボードからファンボードケーブルと電源ケーブルを外します。

d. 手前側のメモリーライザーガイドを引き上げ、シャーシから取り外します。

e. ファンボードを後ろに引き、シャーシから引き上げます。
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▼ ファンボードを取り付ける
交換用ファンボードユニットを開梱し、静電気防止用マットの上に置きます。

障害の発生したファンボードユニットからファンボードケーブルと電源ケーブルを
取り外し、交換用ファンボードユニットのファンボードに取り付けます。

ファンボードユニット元どおりに取り付けます (図 5–5)。

a. ファンボードユニットをシャーシに差し込んで手前に動かします。

b. 手前側のメモリーライザーガイドの位置を合わせ、ファンボードケーブルと電源
ケーブルを、そのライザーガイドの中を通るように置きます。

c. ファンボードケーブルと電源ケーブルをマザーボードのコネクタに接続します。

d. 3本の脱落防止機構付きねじを締め、手前側のメモリーライザーガイドを固定し
ます。

図 5–4 ファンボードの取り外し
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e. シャーシ外側の両側に 2つのねじを元どおりに取り付けて締め、ファンボードユ
ニットを固定します。

すべてのファンモジュールを元どおりに取り付けます。

45ページの「ファンモジュールを取り付ける」を参照してください。

すべてのメモリーライザーを元どおりに取り付けます。

66ページの「メモリーライザーおよびDIMMを取り付ける」を参照してください。

サーバーを稼動状態に戻します。

a. 上部カバーを取り付けます。

107ページの「6.1サーバーの上部カバーの取り付け」を参照してください。

b. サーバーを通常のラック位置に戻します。

108ページの「6.2サーバーを通常のラック位置に戻す」を参照してください。

図 5–5 ファンボードの取り付け
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c. すべての電源コードをサーバーの電源装置に再接続し、サーバーの電源を投入し
ます。

109ページの「6.3サーバーの電源投入」を参照してください。

注 –認定保守要員は、そのファンボードに対して、保守契約および保証範囲の確認に
使用される製品シリアル番号を、シャーシの EZラベルに記載されている正しい製品
シリアル番号に再設定することが必要な場合があります。

5.3 電源バックプレーン (FRU)の保守
電源バックプレーンの取り外しと取り付けを行うには、次の手順を使用します。

注意 –サーバーの電源が切断されている間も、システムは電源ボードに電力を供給し
ています。事故やサーバーの損傷を防ぐため、配電盤の保守を行う前に電源コード
を取り外す必要があります。

▼ 電源バックプレーンを取り外す
次の手順を実行するときは、図 5–6を参照してください。

保守作業の準備をします。

a. 静電気防止用リストストラップを着用します。
27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

b. サーバーの電源を完全に切断し、サーバーの電源装置から電源コードをすべて取
り外します。

30ページの「2.6サーバーの電源切断」を参照してください。

c. サーバーを保守位置まで引き出します。
28ページの「2.4保守のためのサーバーの配置」を参照してください。

d. 上部カバーを取り外します。
32ページの「2.7サーバーの上部カバーの取り外し」を参照してください。

両方の電源装置をシャーシから少し引き出し、電源バックプレーンから取り外しま
す。

49ページの「電源装置を取り外す」を参照してください。
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通気仕切りにもっとも近いメモリーライザーまたはフィラーパネルを取り外しま
す。

59ページの「4.1.8メモリーライザー、DIMM、およびフィラーパネルの取り外しと
取り付け」を参照してください。

通気仕切りを引き上げてシャーシから取り外します。

電源バックプレーンをマザーボードに接続しているリボンケーブルを取り外しま
す。

電源バックプレーンカバーを固定しているねじを外し、電源バックプレーンカ
バーを取り外します (図 5–6の手順 1)。

マザーボードを取り外します。

102ページの「マザーボードを取り外す」を参照してください。マザーボードの取り
外し手順では、図 5–6の手順 2に示すとおり、電源バックプレーンをマザーボードに
固定している 4本のバスバーねじを取り外します。

電源バックプレーンからACケーブルを取り外します。

電源バックプレーンを持ち上げてシャーシから外します (図 5–6の手順 3)。

図 5–6 電源バックプレーンの取り外し
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▼ 電源バックプレーンを取り付ける
次の手順を実行するときは、図 5–7を参照してください。

交換用の電源バックプレーンを開梱し、静電気防止用マットの上に置きます。

電源バックプレーンを電源装置ケージの端に置き、ACケーブルを電源バックプ
レーンのACコネクタに取り付けます。

それぞれのACケーブルを適切なコネクタに取り付けてください。右側のACケーブ
ルは右側のACコネクタに、左側のACケーブルは左側のACコネクタにそれぞれ取
り付けてください。

電源バックプレーンを所定の位置に挿入し、電源ボードの爪が電源装置ケージの
フックの上にスライドして乗るようにします (図 5–7の手順 1)。

マザーボードを取り付けます。

104ページの「マザーボードを取り付ける」を参照してください。マザーボードの取
り付け手順では、図 5–7の手順 2に示すとおり、電源バックプレーンをマザーボード
に固定する 4本のバスバーねじを元どおりに取り付けて締めます。

電源バックプレーンカバーを元どおりに取り付け、ねじで固定します (図 5–7の手順
3)。

マザーボードと電源バックプレーンを接続するリボンケーブルを元どおりに取り付
けます。

通気仕切りをシャーシ内にスライドさせて元どおりに取り付けます。

通気仕切りにもっとも近いメモリーライザーまたはフィラーパネルを元どおりに取
り付けます。

59ページの「4.1.8メモリーライザー、DIMM、およびフィラーパネルの取り外しと
取り付け」を参照してください。
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電源装置をシャーシ内に完全に押し込みます。

50ページの「電源装置を取り付ける」を参照してください。

サーバーを稼動状態に戻します。

a. 上部カバーを取り付けます。
107ページの「6.1サーバーの上部カバーの取り付け」を参照してください。

b. サーバーを通常のラック位置に戻します。
108ページの「6.2サーバーを通常のラック位置に戻す」を参照してください。

c. すべての電源コードをサーバーの電源装置に再接続し、サーバーの電源を投入し
ます。

109ページの「6.3サーバーの電源投入」を参照してください。

図 5–7 電源バックプレーンの取り付け
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5.4 ディスクドライブバックプレーン (FRU)の保守
ディスクドライブバックプレーンの取り外しと取り付けを行うには、次の手順を使
用します。

注意 –これらの手順では、静電放電に弱いコンポーネントを取り扱う必要がありま
す。静電放電は、コンポーネントの障害の原因となる可能性があります。損傷を防
ぐため、27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」で説明されている静電気
防止対策を必ず実行してください。

▼ ディスクドライブバックプレーンを取り外す
次の手順を実行するときは、図 5–8を参照してください。

保守作業の準備をします。

a. 静電気防止用リストストラップを着用します。
27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

b. サーバーの電源を完全に切断し、電源装置から電源コードをすべて取り外しま
す。
30ページの「2.6サーバーの電源切断」を参照してください。

c. サーバーを保守位置まで引き出します。
28ページの「2.4保守のためのサーバーの配置」を参照してください。

d. 上部カバーを取り外します。
32ページの「2.7サーバーの上部カバーの取り外し」を参照してください。

すべてのディスクドライブおよびフィラーを取り外します。
39ページの「ディスクドライブを取り外す」を参照してください。

DVDドライブを取り外します。
76ページの「DVDドライブまたはDVDドライブフィラーパネルを取り外す」を参
照してください。

ディスクドライブバックプレーンから電源ケーブル、リボンデータケーブル、およ
び SAS/SATAケーブルを取り外します。

上隅にある金属製の爪を押し上げ、ディスクドライブバックプレーンを引き上げて
シャーシから取り外します。
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▼ ディスクドライブバックプレーンを取り付ける
次の手順を実行するときは、図 5–9を参照してください。

交換用のディスクドライブバックプレーンを開梱し、静電気防止用マットの上に置
きます。

ディスクドライブバックプレーンをシャーシに差し込みます。

ディスクドライブバックプレーンが、DVDドライブの近くにある底部の小さいス
ロットに正しく固定されていることを確認します。

金属製の留め金を持ち上げ、カチッという音がするまでディスクドライブバックプ
レーンを前方向に押します。

電源ケーブル、リボンデータケーブル、および SAS/SATAケーブルを元どおりに取り
付けます。

短い SAS/SATAケーブルの末端のMini SASプラグは、そのディスクバックプレーン
上の上側のMini SASコネクタに取り付ける必要があります。この短いケーブル
は、SATA DVDドライブをマザーボード上にあるそのUSB-SATAブリッジに接続す

図 5–8 ディスクドライブバックプレーンの取り外し
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るものです。長い方の SAS/SATAケーブルは、ドライブベイ 4および 5をシステムの
背面にあるストレージデバイスに接続するものです。そのディスクバックプレーン
上の下側のMini SASコネクタには、ドライブベイ 0 - 3用の、4チャネルの標準的な
Mini SASケーブルを取り付ける必要があります。

すべてのディスクドライブおよびフィラーパネルを元どおりに取り付けます。

40ページの「ディスクドライブを取り付ける」を参照してください。

DVDドライブを元どおりに取り付けます。

77ページの「DVDドライブまたはDVDドライブフィラーパネルを取り付ける」を
参照してください。

サーバーを稼動状態に戻します。

a. 上部カバーを取り付けます。

107ページの「6.1サーバーの上部カバーの取り付け」を参照してください。

b. サーバーを通常のラック位置に戻します。

108ページの「6.2サーバーを通常のラック位置に戻す」を参照してください。

図 5–9 ディスクドライブバックプレーンの取り付け
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c. すべての電源コードをサーバーの電源装置に再接続し、サーバーの電源を投入し
ます。

109ページの「6.3サーバーの電源投入」を参照してください。

注 –認定保守要員は、そのディスクバックプレーンに対して、保守契約および保証範
囲の確認に使用される製品シリアル番号を、シャーシの EZラベルに記載されている
正しい製品シリアル番号に再設定することが必要な場合があります。

5.5 マザーボード (FRU)の保守
マザーボードの取り外しと取り付けを行うには、次の手順を使用します。

注意 –この手順では、静電放電に弱いコンポーネントを取り扱う必要があります。こ
の静電放電は、サーバーコンポーネントの障害の原因となる可能性があります。損
傷を防ぐため、27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」で説明されている
静電気防止対策を必ず実行してください。

▼ マザーボードを取り外す
次の手順を実行するときは、図 5–10を参照してください。

保守作業の準備をします。

a. 静電気防止用リストストラップを着用します。
27ページの「2.3静電放電の実行と静電気防止策」を参照してください。

b. サーバーの電源を完全に切断し、サーバーの電源装置から電源コードをすべて取
り外します。

30ページの「2.6サーバーの電源切断」を参照してください。

c. サーバーを保守位置まで引き出します。
28ページの「2.4保守のためのサーバーの配置」を参照してください。

d. 上部カバーを取り外します。
32ページの「2.7サーバーの上部カバーの取り外し」を参照してください。

マザーボードからCPUとヒートシンクを取り外します。
83ページの「5.1 CPUおよびヒートシンク (FRU)の保守」を参照してください
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メモリーライザーをすべて取り外します。

61ページの「メモリーライザーおよびDIMMを取り外す」を参照してください。

すべてのPCIeカードをサーバーから取り外します。

72ページの「PCIeカードを取り外す」を参照してください。

マザーボードをシャーシに固定している、ファンの近くの隅にある緑色の脱落防止
機構付きねじをゆるめます。図 5–10を参照してください。

電源バックプレーン、ディスクドライブバックプレーン、およびファンボードをマ
ザーボードに接続しているすべてのケーブルを取り外します。

通気仕切りをスライドさせてシャーシから取り外します。

電源バックプレーンをマザーボードに固定している 4本のバスバーねじを外しま
す。

SASケーブルを固定している電源装置カバープレートを取り外します。

電源装置カバー上にある爪を使用して、ケーブルを脇に寄せます。

マザーボードのハンドルをつかみ、シャーシの前面方向にスライドさせて取り外し
ます。
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▼ マザーボードを取り付ける
次の手順を実行するときは、図 5–11を参照してください。

交換用のマザーボードを開梱し、静電気防止用マットの上に置きます。

ケーブル類を脇に寄せた状態で、マザーボードのハンドルをつかんでマザーボード
をシャーシの背面方向にスライドさせます。

背面の位置特定ボタンをシャーシ背面の対応する穴に合わせ、位置特定ボタンが押
し下げられていないことを確認します。

マザーボードにCPUとヒートシンクを元どおりに取り付けます。83ページの「5.1
CPUおよびヒートシンク (FRU)の保守」を参照してください。

マザーボードをシャーシに固定するための、ファンの近くの隅にある脱落防止機構
付きねじを締めます。

電源バックプレーンをマザーボードに固定するための 4本のバスバーねじを元どお
りに付けて締めます。

通気仕切りをシャーシ内にスライドさせて元どおりに取り付けます。

図 5–10 マザーボードの取り外し
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すべてのメモリーライザーを元どおりに取り付けます。

66ページの「メモリーライザーおよびDIMMを取り付ける」を参照してください。

電源バックプレーン、ディスクドライブバックプレーン、およびファンボードから
のケーブルをすべて、マザーボードに元どおりに取り付けます。

すべてのPCIeカードを元どおりに取り付けます。
75ページの「PCIeカードフィラーパネルを取り付ける」を参照してください。

SASケーブルを固定する電源装置カバープレートを元どおりに取り付けます。

サーバーを稼動状態に戻します。

a. 上部カバーを取り付けます。
107ページの「6.1サーバーの上部カバーの取り付け」を参照してください。

b. サーバーを通常のラック位置に戻します。
108ページの「6.2サーバーを通常のラック位置に戻す」を参照してください。

c. すべての電源コードをサーバーの電源装置に再接続し、サーバーの電源を投入し
ます。

109ページの「6.3サーバーの電源投入」を参照してください。

注 –認定保守要員は、そのマザーボードに対して、保守契約および保証範囲の確
認に使用される製品シリアル番号を、シャーシの EZラベルに記載されている正
しい製品シリアル番号に再設定することが必要な場合があります。
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図 5–11 マザーボードの取り付け
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サーバーの再稼働

この章では、コンポーネントを保守したあとでサーバーを稼働状態に戻す場合に従
う必要のある手順について説明します。

次の内容で構成されています。

■ 107ページの「6.1サーバーの上部カバーの取り付け」
■ 108ページの「6.2サーバーを通常のラック位置に戻す」
■ 109ページの「6.3サーバーの電源投入」

6.1 サーバーの上部カバーの取り付け
保守手順の完了後、次の手順を使用してサーバーの上部カバーを元どおりに取り付
けます。

▼ サーバーの上部カバーを取り付ける
次の手順を実行するときは、図 6–1を参照してください。

上部カバーをシャーシに置きます。

その際、上部カバーの端がサーバーの背面から約 25.4 mm手前になるようにしてく
ださい。

上部カバーを背面方向にスライドさせ、上部カバーの端がシャーシの背面とかみ合
う所でやめます。

上部カバーを閉じるため、両方のラッチがかみ合うまで両手で押し下げます。
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6.2 サーバーを通常のラック位置に戻す
サーバーを保守位置に引き出した場合は、次の手順を使用してサーバーを通常の
ラック位置に戻します。

▼ サーバーを通常のラック位置に戻す
次の手順を実行するときは、図 6–2を参照してください。

各レールの側面にあるリリース爪を押して、スライドレールを完全に引き出された
位置から外します。

図 6–1 上部カバーの取り付け
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リリース爪を押したまま、サーバーをラック内にゆっくり押します。

ケーブルが邪魔にならないことを確認します。

サーバーの背面にケーブルを再接続します。

ケーブル管理アーム (CMA)が邪魔になる場合は、左側のCMAリリースを外
し、CMAをずらして開きます。

CMAを再接続します。
CMAを閉じて、左のラックレールにラッチで固定します。

6.3 サーバーの電源投入
保守の間にサーバーの電源を切断した場合は、次の手順を使用して、サーバーのす
べてのコンポーネントに主電力をふたたび供給します。

▼ サーバーの電源を入れる
次の手順を実行するときは、図 6–3を参照してください。

図 6–2 ラックへのサーバーの挿入
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サーバーに電源コードが接続されていること、およびスタンバイ電源が入っている
ことを確認します。

サーバーに電力が供給され始めてすぐの間は、サービスプロセッサがブート中なの
で、SP OK/障害 LEDが点滅します。サービスプロセッサのブートが完了すると、SP
OK/障害 LEDが緑色で点灯します。サービスプロセッサのブート後、フロントパネ
ル上の電源/OK LEDがゆっくり点滅し始め、ホストがスタンバイ電源モードに
なっていることを示します。

サーバーのフロントパネルにある埋め込み式の電源ボタンを押してから離します。

主電力がサーバーに供給され、オペレーティングシステムのブート処理が始まる
と、電源/OK LEDがすばやく点滅し始め、オペレーティングシステムのブートが完
了すると、点灯状態になります。

サーバーの電源を入れるたびに、電源投入時自己診断 (POST)が実行され、POSTが
完了するまで数分かかることがあります。

図の凡例

1:電源/OK LED
2:電源ボタン
3: SP OK/障害 LED

注意 –すべてのファン、コンポーネントヒートシンク、エアバッフル、およびカ
バーを取り付けない状態でサーバーを稼働させないでください。十分な冷却メカニ
ズムがない状態でサーバーを動作させた場合、サーバーコンポーネントに重大な損
傷が生じる可能性があります。

図 6–3 電源ボタン、電源/OK LED、および SP障害/OK LED
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ブート時のサーバーの保守

この章では、BIOS (Basic Input/Output System)設定ユーティリティーについて説明し
ます。

次の内容で構成されています。

■ 111ページの「7.1サーバーの電源投入」
■ 111ページの「7.2 BIOSについて」
■ 112ページの「7.3デフォルトの BIOS電源投入時自己診断 (POST)イベント」
■ 114ページの「7.4 BIOS POSTの F1および F2エラー」
■ 117ページの「7.5 BIOS POSTメモリーテストの仕組み」
■ 117ページの「7.6 Ethernetポートデバイスおよびドライバの命名規則」
■ 119ページの「7.7 BIOS設定ユーティリティーのメニュー」
■ 121ページの「7.8一般的な BIOS手順の実行」
■ 133ページの「7.9 BIOSおよび SPの更新」

7.1 サーバーの電源投入
サーバーの電源を投入する手順については、109ページの「6.3サーバーの電源投
入」を参照してください。

7.2 BIOSについて
BIOS (Basic Input/Output System)には、BIOSフラッシュメモリーに格納された設定
ユーティリティーがあります。この設定ユーティリティーではシステム情報を確認
できます。また、BIOS設定を構成する際にも使用できます。構成可能なデータには
コンテキストヘルプが用意されており、これらのデータはシステムのCMOS RAM
(バックアップバッテリを使用)に保存されます。CMOS RAMに保存されている構成
が無効な場合、BIOS設定はそれぞれデフォルトの最適値に戻されます。
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BIOS設定ユーティリティーには 8つのメニューがあ
り、「Main」、「Advanced」、「PCIPnP」、「Boot」、「Security」、「RC
settings」、「Chipset」、「Exit」の順で表示されます。メニュー上に表示される
個々のメニューまたはオプション間を移動するには、キーボードの矢印キーを使用
します。構成が可能なオプションまたはフィールドは、メニュー上では色付きで表
示されます。BIOS設定ユーティリティー内での移動や設定変更方法の詳細は、メ
ニューに表示されるオンラインの説明を参照してください。

この章の残りのセクションでは、BIOSの操作や、サーバーで使用できるメニューオ
プションの詳細について説明します。

7.3 デフォルトのBIOS電源投入時自己診断 (POST)イベ
ント

システムの起動時に、BIOSにより電源投入時自己診断が実行され、すべてのコン
ポーネントが存在し正常に機能していることを確認するために、サーバーのハード
ウェアがチェックされます。表 7–1に、BIOS POST中に発生する可能性のあるイベン
トと、これらのイベントによりホストの電源投入が妨げられるかどうかを示しま
す。

表 7–1 BIOS POSTイベント

イベント 原因
ホストでのブートの
続行

ユーザーパスワード違反 パスワードの入力を 3回失敗しました いいえ

設定パスワード違反 パスワードの入力を 3回失敗しました いいえ

訂正可能 ECC 訂正可能な ECC (エラー訂正コード)エラーが検出されま
した

該当しない

訂正不能 ECC 訂正不能な ECCエラーが検出されました 該当しない

システムメモリーなし システム内で物理メモリーが検出されませんでした いいえ

使用可能なシステムメモリーなし 取り付けられているすべてのメモリーで回復不能な障害が
発生しました

いいえ

ハードディスク制御装置障害 ディスク制御装置が検出されません はい

キーボード障害 キーボードを初期化できません はい

ブートメディア障害 取り外し可能なブートメディアが検出されません はい

ビデオデバイスなし ビデオコントローラが検出されません いいえ

ファームウェア (BIOS) ROMの破損 BIOSチェックサムエラーが発生し、ブートブロックは破
損していません

いいえ
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表 7–1 BIOS POSTイベント (続き)

イベント 原因
ホストでのブートの
続行

CMOSチェックサム不良 チェックサムエラー はい

CMOS時間およびデータエラー リアルタイムクロック (RTC)が無効です はい

CMOSバッテリ不足 CMOSバッテリが不足しています はい

システムの再起動 システムのブートが開始されました はい

ハードリセットで開始 ハードリセットによりブートプロセスが開始されました はい

メモリーの初期化 メモリーサイジングが発生中です。

システムファームウェアの進捗

該当しない

セカンダリプロセッサの初期化 セカンダリCPUの初期化。

システムファームウェアの進捗

該当しない

ウォームリセットで開始 ウォームリセットによりブートプロセスが開始されました 該当しない

組み込みコントローラ管理 管理コントローラの初期化 該当しない

ビデオの初期化 BIOSによりビデオが初期化されるとき 該当しない

キーボードコントローラの初期化 BIOSによりキーボードが初期化されるとき 該当しない

Option ROMの初期化 BIOSによりOption ROMが初期化されます。

システムファームウェアの進捗

該当しない

Option ROMの空き領域がなくなった BIOSでメモリーにオプションをコピーできません はい

ユーザーがシステム設定を開始 ユーザーが BIOS設定ユーティリティーへのアクセスを開
始しました。

システムファームウェアの進捗

該当しない

ユーザーがOSのブートを開始 システムのブートが開始されました。

システムファームウェアの進捗

該当しない

ブート可能メディアなし ブートするためのメディアがありません いいえ

PXEサーバーが見つからない ブートエラー - PXEサーバーが見つかりません

F12キーが押されたが、BIOSでは PXEサーバーからの
ブートに失敗しました

いいえ

ACPI電力状態 ソフトオフ電力が供給されました 該当しない

PCIリソース不足 BIOSはデバイスからリクエストされた I/OまたはMMIO
アドレスリソースを割り当てることができません

はい
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7.4 BIOS POSTの F1および F2エラー
電源投入時自己診断 (POST)の各診断は、特定のハードウェアコンポーネントの障害
を検出するように設計された低レベルのテストです。POST診断により F1または F2
エラーが検出された場合、通常はそのエラーに関する次の情報が報告されます。

■ 検出されたエラーのタイプ
■ エラーが発生した時間または場所

表 7–2は、POST診断中に表示される可能性のある F1および F2のエラーメッセージ
の一部と、報告されたエラーを解決する方法をまとめた一覧です。

表 7–2 BIOS POSTの F1および F2エラーメッセージ

BIOS POSTのエラーメッセージ エラーのタイプ 解決方法

Uncorrectable Error Detected on Last Boot:IOH(n) Protocol
Error (Please Check SP Log for more Details)

IOHエラー ■ F1を押して続行します。
■ 詳細は、Oracle ILOMの SPイベントログで
確認してください。

Uncorrectable Error Detected on Last Boot:IOH(n) QPI [x]
Error (Please Check SP Log for more Details)

IOHエラー ■ F1を押して続行します。
■ 詳細は、Oracle ILOMの障害管理機能およ
び SPイベントログで確認してください。

注 – QPI [x]は、QPIリンク 0の場合は 0、QPIリ
ンク 1の場合は 1を表します。

Uncorrectable Error Detected on Last Boot:IOH(n) PCI-E
[x] Error (Please Check SP Log for more Details)

IOHエラー ■ F1を押して続行します。
■ 詳細は、Oracle ILOMの障害管理機能およ
び SPイベントログで確認してください。

注 – PCI-E [x]ポート番号は、IOHのPCIルート
ポートに応じて 0から 10のいずれかとなりま
す。

Uncorrectable Error Detected on Last Boot:IOH(n) ESI
Error (Please Check SP Log for more Details)

IOHエラー ■ F1を押して続行します。
■ 詳細は、Oracle ILOMの障害管理機能およ
び SPイベントログで確認してください。

Uncorrectable Error Detected on Last Boot:IOH(n) Thermal
Error (Please Check SP Log for more Details)

IOHエラー ■ F1を押して続行します。
■ 詳細は、Oracle ILOMの障害管理機能およ
び SPイベントログで確認してください。

Uncorrectable Error Detected on Last Boot:IOH(n)
Miscellaneous Error (Please Check SP Log for more Details)

IOHエラー ■ F1を押して続行します。
■ 詳細は、Oracle ILOMの障害管理機能およ
び SPイベントログで確認してください。
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表 7–2 BIOS POSTの F1および F2エラーメッセージ (続き)
BIOS POSTのエラーメッセージ エラーのタイプ 解決方法

Uncorrectable Error Detected on Last Boot:IOH(n) VTd
Error (Please Check SP Log for more Details)

IOHエラー ■ F1を押して続行します。
■ 詳細は、Oracle ILOMの SPイベントログで
確認してください。

BMC Not Responding ILOMエラー ■ F1を押して続行します。

注 –このエラーメッセージは、SP/BIOS通信中
に内部エラーが発生した場合に表示される可能
性があります。このエラーの場合、SPを再起
動する必要があります。

■ Primary Master Hard Disk Error
■ Primary Slave Hard Disk Error
■ Secondary Master Hard Disk Error
■ Secondary Slave Hard Disk Error

IDE/ATAPIエ
ラー

■ F1を押して続行します。
■ 詳細は、Oracle ILOMの SPイベントログで
確認してください。

注 –これらのエラーメッセージは、BIOSが
POSTで IDE/ATAPIデバイスを構成しようとし
たときに表示されます。

Timer Error 8254タイ
マーエラー

■ F1を押して続行します。
■ 詳細は、Oracle ILOMの SPイベントログで
確認してください。

注 –このタイプのエラーは、通常、8254タイ
マーのチャネル 2のカウントレジスタをプログ
ラミングするときに発生したエラーを表しま
す。これは、システムハードウェアに関連する
問題を示している可能性があります。

RAM R/W test failed メモリーテス
トの失敗

■ F1を押して続行します。
■ 詳細は、Oracle ILOMの SPイベントログで
確認してください。

注 –このタイプのエラーは、通常、RAMの読み
取り/書き込みテストが失敗したことを表しま
す。

KBC BAT Test failed キーボードコ
ントローラの
基本保証テス
トエラー

■ F1を押して続行します。
■ 詳細は、Oracle ILOMの SPイベントログで
確認してください。

注 –キーボードコントローラのBATテストに失
敗しました。このエラーは、キーボードコント
ローラの初期化に関連する問題を示している可
能性があります。
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表 7–2 BIOS POSTの F1および F2エラーメッセージ (続き)
BIOS POSTのエラーメッセージ エラーのタイプ 解決方法

Display memory test failed ビデオディス
プレイエラー

■ F1を押して続行します。
■ 詳細は、Oracle ILOMの SPイベントログで
確認してください。

CMOS Battery Low CMOSバッテ
リエラー

■ F2を押して BIOS設定ユーティリティーを
開き、システムのデフォルトをロードしま
す。

■ 詳細は、Oracle ILOMの SPイベントログで
確認してください。

■ 必要な場合は、CMOSバッテリを交換しま
す。

■ CMOS Checksum Bad
■ CMOS Date/Time Not Set

CMOSエラー ■ F2を押して BIOS設定ユーティリティーを
開き、システムのデフォルトをロードしま
す。

■ 詳細は、Oracle ILOMの SPイベントログで
確認してください。

Password check failed パスワード確
認エラー

■ F1を押して続行します。
■ 詳細は、Oracle ILOMの SPイベントログで
確認してください。

注 –このタイプのエラーは、入力されたパス
ワードが BIOS設定ユーティリティーで指定さ
れているパスワードと一致しないことを表しま
す。この状況は、スーパーバイザとユーザーの
どちらのパスワード確認でも発生する可能性が
あります。

Keyboard/Interface Error キーボードコ
ントローラエ
ラー

■ F1を押して続行します。
■ 詳細は、Oracle ILOMの SPイベントログで
確認してください。

注 –このタイプのエラーは、キーボードコント
ローラの障害を表します。このエラーは、シス
テムハードウェアに関連する問題を示している
可能性があります。
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表 7–2 BIOS POSTの F1および F2エラーメッセージ (続き)
BIOS POSTのエラーメッセージ エラーのタイプ 解決方法

S.M.A.R.T status bad, backup and replace S.M.A.R.Tデ
バイスエラー

■ F1を押して続行します。
■ 詳細は、Oracle ILOMの SPイベントログで
確認してください。

注 – S.M.A.R.T.障害メッセージは、ストレージ
デバイスの交換が必要なことを示している可能
性があります。

7.5 BIOS POSTメモリーテストの仕組み
BIOS POSTメモリーテストは次のように実行されます。

1. BIOSコードがROMからDRAMにコピーされる前に、BIOSによってDRAMの最
初のメガバイトがテストされます。

2. ROMをDRAMにコピーしたあと、BIOSは、単純なメモリーテストを実行します
(パターン 55aa55aaですべての位置の書込み/読取りが実行されます)。

注 –この単純なメモリーテストは、「Boot Settings Configuration」画面でクイック
ブートが有効になっていない場合にのみ実行されます。クイックブートを有効に
すると、BIOSはメモリーテストをスキップします。

3. BIOSは、修正可能なメモリーエラーおよび修正不能なメモリーエラーがない
か、メモリーコントローラをポーリングして、エラーを SPのログに記録します。

7.6 Ethernetポートデバイスおよびドライバの命名規則
Sun Server X2-4では、シャーシの背面にある 10/100/1000BASE-T Gigabit Ethernet
ポートを 4つまで使用できます。ポートはNET 0、NET 1、NET2、およびNET 3とラ
ベル付けされています (図 7–1を参照)。
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Ethernetインタフェースに対するデバイスの命名規則は、インタフェースやオペ
レーティングシステムの種類によって異なります。各インタフェースで使用される
論理 (オペレーティングシステム)および物理 (BIOS)命名規則を説明する図について
は、図 7–2を参照してください。これらの命名規則は、使用しているオペ
レーティングシステムや、サーバーに取り付けられているデバイスによって異なる
場合があります。

注 –インタフェースで使用される命名規則は、システムに取り付けられているデバイ
スによって、図 7–2に示されているものとは異なる場合があります。

図 7–1 Ethernetポートのラベル名
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7.6.1 Ethernetポートのブート優先順位
BIOSがブート中に Ethernetポートを検出する順番は次のとおりです。

注 – BIOS設定ユーティリティーの「Boot」メニューにある「Boot Device Priority」画
面を使用すると、ブート優先順位を変更できます。

1. NET 0
2. NET 1
3. NET 2
4. NET 3

7.7 BIOS設定ユーティリティーのメニュー
表 7–3では、トップレベルの 8つの BIOS設定メニューについて説明します。

表 7–3 BIOS設定メニューのサマリー

メニュー 説明

Main 一般的なシステム情報を提供します。

Advanced IDE、ACPI、AHCPI、I/O Virtualization、IPMI、PCI
Express、SMBIOS、Remote Access、およびTrusted Computingの構成インタ
フェース。

PCIPnP プラグアンドプレイ (PnP)デバイスとOption ROMの構成インタフェース。

図 7–2 Ethernetポートの命名規則
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表 7–3 BIOS設定メニューのサマリー (続き)
メニュー 説明

Boot ブート設定およびブートデバイス優先順位 (CD/DVD、リムーバブルディス
ク、ハードディスク、半導体ディスク、ネットワーク)の構成インタ
フェース。

Security ユーザーおよびスーパーバイザのパスワードを設定または変更できます。

IO/MMIO QPI機能を構成します。IO/MMIO比率の構成オプション。

Chipset サウスブリッジデバイスの構成オプション。

Exit 変更内容を保存または破棄します。

図 7–3に、BIOSの各トップレベルメニューからアクセスできるサブメニューを示し
ます。

BIOS設定ユーティリティーのメニューで使用できるオプションの例については、付
録 B「BIOS設定ユーティリティーのメニュー」を参照してください。

図 7–3 Sun Server X2-4モジュールのBIOS構成ユーティリティーのメニューツリー
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7.8 一般的なBIOS手順の実行
このセクションでは、BIOS設定ユーティリティーを使用していくつかの一般的な手
順を実行する方法について説明します。

▼ BIOS設定ユーティリティーにアクセスする
BIOS設定ユーティリティーにアクセスするには、次の手順を実行します。

サーバーの電源を入れるか、または電源を切ってすぐに入れ直します。

電源投入時自己診断 (POST)の実行中に F2キーを押します。

注 –ブートプロセス中にエラーが発生した場合は、F1を押すとBIOS設定ユーティリ
ティーにアクセスできます。

シリアル接続から BIOS設定ユーティリティーにアクセスする場合は、次に示す
ホットキーの組み合わせを使用することもできます。

■ F1 Control-Q
■ F2 Control-E。
■ F7 Control-D
■ F8 Control-P
■ F9 Control-O
■ F10 Control-S
■ F12 Control-N

BIOS設定ユーティリティーのメイン画面が表示されます (図 7–4)。
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▼ BIOSパスワードをリセットする
BIOSパスワードをリセットするには、次の手順を実行します。

BIOS設定ユーティリティーにアクセスします。

121ページの「BIOS設定ユーティリティーにアクセスする」を参照してください。

「Security」メニューオプションに移動します。

「Security」画面が表示されます (図 7–5)。

図 7–4 BIOS設定ユーティリティーのメイン画面
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変更するパスワード (ユーザーまたはスーパーバイザ)を選択し、Enterを押します。

「Enter New Password」ダイアログボックスが表示されます (図 7–6)。

図 7–5 BIOSの「Security」画面

3
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使用するパスワードを入力します。

システムプロンプトでパスワードを再度入力します。

F10を押して変更内容を保存し、BIOSを終了します。

▼ TPMのサポートを構成する
Windows Server 2008で提供されているTrusted Platform Module (TPM)機能セットを使
用する場合は、この機能を有効にするように Sun Server X2-4を構成する必要がありま
す。

注 – TPMを使用すると、サーバーのTPMセキュリティーハードウェアを管理できま
す。この機能の実装の詳細は、Microsoftが提供するWindows Trusted Platform Module
Managementのドキュメントを参照してください。

TPMをサポートするようにサーバーを構成するには、次の手順を実行します。

BIOS設定ユーティリティーにアクセスします。
121ページの「BIOS設定ユーティリティーにアクセスする」を参照してください。

図 7–6 「Enter New Password」ダイアログボックス
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「Advanced」メニューオプションに移動します。

BIOSの「Advanced Settings」画面が表示されます (図 7–7)。

「Trusted Computing」を選択し、Enterを押します。

「Trusted Computing」画面が表示されます (図 7–8)。

「TCG/TPM Support」を選択し、Enterを押します。

使用可能なTCG/TPMオプションを一覧表示する画面が表示されます (図 7–9)。

図 7–7 BIOSの「Advanced Settings」画面

図 7–8 「Trusted Computing」画面
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「TCG/TPM Support」オプションを「Yes」に設定します。

注 –「TCG/TPM Support」オプションがすでに「Yes」に構成されている場合で
も、すべてのTPM構成要件が確実に満たされるようにするために、この手順の残り
のステップもすべて実行するようにしてください。

「Execute TPM Command」を選択します。

「Execute TPM Command」オプションを「Enabled」に設定します (図 7–10)。

注 –「Execute TPM Command」設定はデフォルトで「[Don’t Change]」に設定されて
います。

図 7–9 「TCG/TPM Support」画面
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F10を押して変更内容を保存し、BIOSを終了します。

TPMのサポートが有効になったことを確認するために、次の手順を実行します。

a. サーバーをリブートします。

b. BIOS設定ユーティリティーにアクセスします。

121ページの「BIOS設定ユーティリティーにアクセスする」を参照してくださ
い。

c. 「Advanced」メニューオプションに移動します。

d. 「Trusted Computing」を選択します。

更新された「Trusted Computing」画面が表示され、TPMのサポートが「Yes」に
設定され、TPM有効ステータスが「Enabled」に設定されたことが示されます。

F10を押してBIOSを終了します。

図 7–10 「Execute TPM Command」オプションを「Enabled」に設定する
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▼ SP LAN設定を構成する
BIOS設定ユーティリティーの「IPMI 2.0 Configuration」メニューから、サーバー SP
の IPアドレスを割り当てることができます。

注 –または、Oracle ILOMを使用して SPの LAN設定を指定することも可能で
す。Oracle ILOMで IPアドレスを設定する手順については、Oracle Integrated Lights
Out Manager (ILOM) 3.1のドキュメントライブラリ (http://www.oracle.com/pls/
topic/lookup?ctx=ilom31)を参照してください。

IPアドレスを設定するには、次の手順を実行します。

BIOS設定ユーティリティーにアクセスします。
121ページの「BIOS設定ユーティリティーにアクセスする」を参照してください。

「Advanced」メニューに移動します。

「IPMI 2.0 Configuration」を選択し、Enterを押します (図 7–11)。

「Set LAN Configuration」を選択し、Enterを押します (図 7–12)。

図 7–11 「Advanced Settings」メニューの「IPMI 2.0 Configuration」の選択
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矢印キーを使用して適切な LAN構成の設定を選択および指定します (図 7–13)。

図 7–12 「Set LAN Configuration」オプション
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F10を押して変更内容を保存し、BIOSを終了します。

▼ Option ROM設定を構成する
BIOSのOption ROMは 128Kバイトです。この 128Kバイトのうち約 80Kバイト
は、VGAコントローラ、ディスク制御装置、およびネットワークインタフェース
カードによって使用されます。残りの約 48KバイトがOption ROM用として使用され
ます。

Option ROMの設定を有効または無効にするには、次の手順を実行します。

BIOS設定ユーティリティーにアクセスします。

121ページの「BIOS設定ユーティリティーにアクセスする」を参照してください。

「PCIPnP」メニューオプションに移動します。

BIOSの「PCIPnP」画面が表示されます (図 7–14)。

図 7–13 「LAN Configuration」ダイアログボックス
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構成するOption ROMに移動し、Option ROMを「Enabled」または「Disabled」に設定
します。

F10を押して変更内容を保存し、BIOSを終了します。

7.8.1 シリアルポート共有の構成
デフォルトでは、SPコンソール (NET MGT)ポートはサーバーからのシリアルポート
出力を送信します。Oracle ILOMを使用すると、ホストコンソール (COMM1)を
サーバーのシリアルポート出力の所有者として割り当てるように指定できます。こ
の機能を使用すると、ホストコンソールからASCII文字以外のトラフィックを表示
できるため、Windowsカーネルのデバッグに役立ちます。

Oracle ILOMのWebインタフェースまたはコマンド行インタフェース (CLI)のどちら
かを使用して、シリアルポート出力を割り当てることができます。手順について
は、次のセクションを参照してください。

■ 132ページの「CLI使用してシリアルポート出力を割り当てる」
■ 132ページの「Webインタフェースを使用してシリアルポート出力を割り当て
る」

図 7–14 BIOSの「PCIPnP」画面
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注意 – SP上でネットワークを設定してから、シリアルポートの所有者をホスト
サーバーに変更するようにしてください。ネットワークが設定されていない状態
でシリアルポートの所有者をホストサーバーに切り替えると、CLIまたはWebイ
ンタフェースを使用して接続できないため、シリアルポートの所有者を SPに戻す
ことができなくなります。シリアルポートの所有者設定を SPに戻すに
は、サーバー上のシリアルポートへのアクセスを回復する必要があります。使用
しているサーバー上のポートへのアクセスを回復する方法の詳細は、Oracle
Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1のドキュメントライブラリ (http://
www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31)を参照してください。

▼ CLI使用してシリアルポート出力を割り当てる

Oracle ILOM CLIにログインします

シリアルポートの所有者を設定するには、次のように入力します。

-> set /SP/serial/portsharing /owner=host

注 –シリアルポートのデフォルトの共有値は owner=SPです。

シリアルホストをサーバーに接続します。

▼ Webインタフェースを使用してシリアルポート出力を割り当てる

Oracle ILOM Webインタフェースにログインします。

ILOM Webインタフェースで、画面左側のナビゲーションメニューから「ILOM
Administration」-->「Connectivity」を選択します。

「Serial Port」タブを選択します。
「Serial Port Settings」ページが表示されます。

注 –デフォルトのシリアルポートの共有設定は「Service Processor」です。

「Serial Port Settings」ページで、シリアルポートの所有者として「Host Server」を選
択します。

変更を有効にするには、「Save」をクリックします。

シリアルホストをサーバーに接続します。

1
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7.9 BIOSおよび SPの更新
Oracle ILOMファームウェアには定期的に更新がリリースされます。このような更新
には、修正、パッチ、ドライバ、またはその他の拡張機能が含まれます。通
常、Oracle ILOMファームウェアのアップグレードには、更新された BIOSおよび更
新されたサービスプロセッサファームウェアが含まれます。BIOSをサービスプロ
セッサファームウェアから独立してアップグレードすることはできません。

注 – BIOS構成設定は、Oracle ILOMファームウェアのアップグレード後には保持され
ません。Oracle ILOMファームウェアをアップグレードすると、アップグレードプロ
セスのあとで最初にホストの電源を入れ直したときに、すべての BIOS構成設定がデ
フォルトの最適値に戻ります。133ページの「7.10 BIOS構成ツール」で説明されてい
る BIOSconfigツールを使用すると、ファームウェアのアップグレードの前に BIOS構
成設定を保存し、Oracle ILOMファームウェアのアップグレードが完了したあとで
BIOS構成設定を復元できます。

■ ファームウェアリリースに関する発表と情報は、サーバーのプロダクトノートド
キュメントに記載されています。『Sun Server X2-4プロダクトノート』を参照し
てください。

■ ファームウェアを更新する方法については、Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.1のドキュメントライブラリ (http://www.oracle.com/pls/topic/
lookup?ctx=ilom31)を参照してください。

7.10 BIOS構成ツール
BIOS構成ツール (BIOSconfig)は、サポートされている各オペレーティングシステム
に使用できるユーティリティーです。BIOSconfigを使用すると、サポートされている
オペレーティングシステム内から、BIOS構成設定を保存、変更、および復元できま
す。BIOSconfigのインストールおよび使用方法については、『Sun Server CLIツール
および IPMItoolユーザーズガイド』 (docs.oracle.com/cd/E19428-01/821-1600/
index.html)を参照してください。

7.10 BIOS構成ツール
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サーバーのトラブルシューティングおよ
び ILOMのデフォルト

この章では、Sun Server X2-4のトラブルシューティングについて説明します。

次の内容で構成されています。

■ 135ページの「8.1サーバーのトラブルシューティング」
■ 136ページの「8.2診断ツール」
■ 139ページの「8.3「Preboot」メニューユーティリティーの使用」
■ 150ページの「8.4サポートの連絡先」
■ 151ページの「8.5シャーシのシリアル番号の確認」

8.1 サーバーのトラブルシューティング
Sun Server X2-4、および付属のソフトウェアとファームウェアには、次のタスクを行
う際に役立つさまざまな診断ツールや機能が含まれています。

■ コンポーネントで障害が発生したときに問題を特定します
■ 機能中のシステムのステータスを監視します
■ システムの動作テストを行い、ハードウェアに関連する可能性のある識別不能な
問題を明らかにします

一連の診断ツールには、それぞれ特有の長所や用途があります。目的に合った最適
なツールの選び方、およびこれらのツールに関する情報の見つけ方については、次
を参照してください。

■ 136ページの「8.2診断ツール」
■ 137ページの「8.2.1診断ツールに関するドキュメント」
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8.2 診断ツール
使用中のサーバーで使用できる診断ツールは幅広く用意されています。これらの
ツールには、総合的検証テストスイートのOracle VTSソフトウェア、問題の原因を
特定するのに役立つヒントが記録される可能性があるOracle ILOMのログファイ
ル、障害発生後すぐにそのコンポーネントを特定できるOracle ILOMの障害管理機能
などがあり、その種類は多岐にわたります。

また、スタンドアロンのソフトウェアパッケージや、電源投入時自己診断
(POST)、U-Bootテスト、Pc-Checkテストなどのファームウェアベースのテスト、お
よびシステムコンポーネントの動作状態を知らせるハードウェア LEDなども、診断
ツールに含まれます。

サーバーのトラブルシューティングや監視を行うときに使用できる各種診断ツール
をまとめたものが、表 8–1です。

表 8–1 診断ツールのサマリー

診断ツール 種類 内容 利用方法 リモートでの利用

Oracle ILOM SPファーム
ウェア

環境条件の監視、警告の生
成、障害分離を実行するほ
か、リモートコンソールアクセ
スを提供します。

スタンバイ電源で、オペ
レーティングシステムが起
動していなくても機能でき
ます。

リモートでもローカ
ルでもアクセスでき
るよう設計されてい
ます。

「Preboot」メ
ニュー

SPファーム
ウェア

Oracle ILOMにアクセスできない
場合に、Oracle ILOMの一部
(ファームウェアを含む)をデ
フォルトに戻すことができま
す。

スタンバイ電源で、オペ
レーティングシステムが起
動していなくても機能でき
ます。

ローカル。ただ
し、SPシリアル
ポートがネット
ワークアクセスが可
能な端末サーバーに
接続されている場合
は、リモートのシリ
アルアクセスが可能
です。

LED ハードウェア
および SP
ファーム
ウェア

システム全体および特定のコン
ポーネントのステータスを示し
ます。

システム電源が有効なとき
に利用できます。

ローカル。ただ
し、センサーとイン
ジケータは、Oracle
ILOMのWebインタ
フェースまたはコマ
ンド行インタ
フェース (CLI)からア
クセスできます。

電源投入時自己診
断 (POST)

ホスト
ファーム
ウェア

システムのコアコンポーネント
(CPU、メモリー、およびマ
ザーボードの I/Oブリッジ IC)を
テストします。

起動時に実行されます。オ
ペレーティングシステムが
動作していないときに利用
可能です。

ローカル。ただ
し、Oracle ILOMリ
モートコンソールか
らアクセスできま
す。
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表 8–1 診断ツールのサマリー (続き)
診断ツール 種類 内容 利用方法 リモートでの利用

U-Boot SPファーム
ウェア

Oracle ILOM SPとオペ
レーティングシステムをブート
する前に、サービスプロセッサ
(SP)のさまざまな機能の初期化
とテストを行います。SPメモ
リー、SP、ネットワークデバイ
スおよび I/Oデバイスをテスト
します。

スタンバイ電源で、オペ
レーティングシステムが起
動していなくても機能でき
ます。

ローカル。ただ
し、SPシリアル
ポートがネット
ワークアクセスが可
能な端末サーバーに
接続されている場合
は、リモートのシリ
アルアクセスが可能
です。

Pc-Check SPファーム
ウェア

(SPのないシス
テムの場合
は、ツールと
ドライバの
ファーム
ウェアDVD
上)

すべてのマザーボードコン
ポーネント (CPU、メモ
リー、I/O)、ポート、およびス
ロットをテストするDOSベース
のユーティリティー。

起動時に実行されます。オ
ペレーティングシステムが
動作していないときに利用
可能です。

Oracle ILOMリモート
コンソールからのリ
モートアクセス。

Solarisコマンド オペ
レーティング
システムソフ
トウェア

各種システム情報を表示しま
す。

オペレーティングシステム
が必要です。

ローカル、および
ネットワーク経由。

Oracle VTS 診断ツールの
スタンドアロ
ンソフト
ウェア

システムの動作テストや負荷テ
ストをパラレルで実行します。

オペレーティングシステム
が必要です。Oracle VTSソ
フトウェアを別途インス
トールします。

ネットワーク経由で
の表示および制御。

8.2.1 診断ツールに関するドキュメント
診断ツールに関する詳細情報を参照できる場所を表 8–2に示します。

8.2診断ツール
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表 8–2 診断ツールに関するドキュメントのサマリー

診断ツール 情報 場所

ILOM ■ Oracle Integrated Lights Out
Manager 3.0ドキュメントライブ
ラリ

■ http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=ilom30

■ Oracle Integrated Lights Out
Manager 3.1ドキュメントライブ
ラリ

■ http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=ilom31

■ 『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.1補足マニュア
ル Sun Server X2-4』

■ http://www.oracle.com/

pls/topic/

lookup?ctx=SunServerX2-4

「Preboot」メニュー ■ 「Preboot」メニューユーティリ
ティーの使用

■ 139ページの「8.3「Preboot」メ
ニューユーティリティーの使
用」

LED。またはシステム
インジケータおよびセ
ンサー

『Sun Server X2-4サービスマニュア
ル』

http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=SunServerX2-4

POST ■ ブート時のサーバーの保守 ■ 111ページの「7.2 BIOSについ
て」

■ 112ページの「7.3デフォルトの
BIOS電源投入時自己診断 (POST)
イベント」

■ 114ページの「7.4 BIOS POSTの
F1および F2エラー」

■ 117ページの「7.5 BIOS POSTメ
モリーテストの仕組み」

U-Boot

または

Pc-Check

■ 『Oracle x86サーバー診断ガイ
ド』

■ http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=x86diag

Solarisコマンド ■ Solaris 10の Solarisコマンド情報 ■ http://www.oracle.com/

technetwork/server-storage/

solaris/documentation/

index-jsp-135724.html

Oracle VTS ■ Oracle VTSソフトウェアおよびド
キュメント

■ http://docs.oracle.com/

cd/E19719-01/index.html
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8.3 「Preboot」メニューユーティリティーの使用
サーバーにインストールされた「Preboot」メニューユーティリティーを使用する
と、Oracle ILOMが現在実行中でないときにOracle ILOMの設定の一部を変更できま
す。「Preboot」メニューでは、Oracle ILOMをそのデフォルト設定にリセットできる
だけでなく、システム上の SPファームウェアイメージを復元することもできます。

「Preboot」メニューユーティリティーの使用方法については、次の各セクションを
参照してください。

■ 139ページの「8.3.1「Preboot」メニューへのアクセス」
■ 144ページの「8.3.2 Oracle ILOMをデフォルト設定に戻す」
■ 145ページの「8.3.3シリアルコンソールへのOracle ILOMアクセスの復元」
■ 146ページの「8.3.4 SPファームウェアイメージの復元」
■ 148ページの「8.3.5「Preboot」メニューコマンドのサマリー」

8.3.1 「Preboot」メニューへのアクセス
「Preboot」メニューにアクセスするには、SPをリセットしてブートプロセスに割り
込む必要があります。ILOMブートプロセスへの割り込みは、次のいずれかの方法で
実行できます。

■ ローカルサーバーの位置特定ボタンを使用します。

このローカルアクセス方法を実行するための要件については、139ページ
の「8.3.1.1「Preboot」メニューにアクセスするための前提条件」を参照してくだ
さい。

または

■ リモートのシリアル端末から、ブートストラッププロセスの一時停止中に xyzzy

と入力します。

このリモートのシリアルアクセス方法を実行するための要件については、139
ページの「8.3.1.1「Preboot」メニューにアクセスするための前提条件」を参照し
てください。

「Preboot」メニューの設定の中には最初に構成を行う必要があるものがありま
す。これらの構成を行うまでは、位置特定ボタンを使用して「Preboot」メニューに
アクセスしてください。

8.3.1.1 「Preboot」メニューにアクセスするための前提条件
ローカルまたはリモート接続から「Preboot」メニューにアクセスする前に、該当す
る要件を満たしていることを確認してください。

■ ローカルで「Preboot」メニューにアクセスする場合 (位置特定ボタンを使用)

8.3「Preboot」メニューユーティリティーの使用
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端末エミュレーションソフトウェアを実行できる端末またはコンソール
を、ケーブルを使用してサーバーのシリアルポートに接続する必要があります。

ケーブルを使用してサーバーにローカルデバイスを接続する方法については、
34ページの「2.9サーバーにデバイスを接続する」を参照してください。

位置特定ボタンを使用して「Preboot」メニューにアクセスする方法については、
140ページの「「Preboot」メニューにアクセスする」を参照してください。

■ リモートで「Preboot」メニューにシリアルアクセスする場合 (ブートストラップ
中に xyzzyと入力)

リモートで「Preboot」メニューにアクセスする前に、「Preboot」メニューで、リ
モートのシリアルアクセスを有効にするように bootdelayと
check_physical_presenceを設定します。これらの設定をはじめて構成する場合
は、次のことを行う必要があります。

1. 140ページの「「Preboot」メニューにアクセスする」の説明に従って、ローカル
サーバーの位置特定ボタンを使用して「Preboot」メニューにアクセスします。

2. 142ページの「リモートのシリアルアクセス用に「Preboot」メニューを編集す
る」の説明に従って、リモートアクセスを有効にするよう「Preboot」メニューの
設定を編集します。

3. 端末エミュレーションソフトウェアを実行中のリモートのシリアル端末またはシ
リアルコンソールを使用して、リモートで「Preboot」メニューにアクセスしま
す。

注 –リモートで「Preboot」メニューにアクセスする際、SSH、またはリモート
KVMSセッションは使用できません。

▼ 「Preboot」メニューにアクセスする

139ページの「8.3.1.1「Preboot」メニューにアクセスするための前提条件」の要件を
満たしていることを確認します。

Oracle ILOMをリセットします。

例:

■ サーバー SPの ILOMから、次のコマンドを入力します。

-> reset /SP

ILOMがリブートし、画面上でメッセージのスクロールが開始します。

1

2
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ILOMのブートプロセスに割り込むには、SPをリセットするときに次のいずれかの操
作を行います。

■ 「Preboot」メニューが表示されるまで、サーバーのフロントパネルにある位置特
定ボタンを押したままにします。

または

■ 次のメッセージが表示されたときに、xyzzyと入力します。

Booting linux in n seconds...

注 – 142ページの「リモートのシリアルアクセス用に「Preboot」メニューを編集す
る」の説明に従って設定を構成するまでは、xyzzyと入力してOracle ILOMブート
プロセスに割り込むことはできません。

Oracle ILOMの「Preboot」メニューが表示されます。

Booting linux in 10 seconds...

ILOM Pre-boot Menu

------------------

Type "h" and [Enter] for a list of commands, or "?" [Enter] for

command-line key bindings. Type "h cmd" for summary of ’cmd’ command.

Warning: SP will warm-reset after 300 seconds of idle time.

Set ’bootretry’ to -1 to disable the time-out.

Preboot>

次のいずれかのタスクを行うか、または bootと入力して「Preboot」メニューを終了
します。

■ 「Preboot」メニューへのリモートアクセスを有効にします。

手順については、142ページの「リモートのシリアルアクセス用に「Preboot」メ
ニューを編集する」を参照してください。

■ Oracle ILOMの設定をデフォルトに戻します。

手順については、144ページの「「Preboot」メニューを使用してOracle ILOMの構
成をリセットする」を参照してください。

■ Oracle ILOMとホストコンソール間のシリアル接続を復元します。

手順については、145ページの「「Preboot」メニューを使用してシリアルコン
ソールへのアクセスを復元する」を参照してください。
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■ SPファームウェアイメージを復元します。
手順については、147ページの「「Preboot」メニューを使用して SPファーム
ウェアイメージを復元する」を参照してください。

■ 「Preboot」メニューでサポートされているコマンドを確認します。
コマンドの詳細は、148ページの「8.3.5「Preboot」メニューコマンドのサマ
リー」を参照してください。

▼ リモートのシリアルアクセス用に「Preboot」メニューを編集す
る

140ページの「「Preboot」メニューにアクセスする」の説明に従って「Preboot」メ
ニューにアクセスします。

Preboot>プロンプトで、editと入力します。

「Preboot」メニューが編集モードになります。

編集モードの「Preboot」メニューでは、選択項目が 1つずつ表示され、それぞれを
変更していくことができます。

■ 設定を変更する場合は、新しい値を入力してから Enterを押します。

■ 次の設定にスキップするには、Enterを押します。

設定ごとに Enterを押して、bootdelay設定が表示されるまで進みます。

bootdelay設定を変更するには、3、10、または 30を入力し、Enterを押します。
この値 (3、10、または 30)は、ユーザーによる入力が行われるまで SPブートプロセ
スが待機する秒数を表します。

「Preboot」メニューの bootdelay設定に新しい値が再表示されます。

Enterを押して「Preboot」メニューの選択項目に戻ります。
「Preboot」メニューの選択項目が表示されます。

設定ごとに Enterを押して、check_physical_presence設定が表示されるまで進みま
す。

check_physical_presence設定を変更するには、noと入力し、Enterを押します。

「Preboot」メニューの check_physical_presence設定に新しい値が表示されます。

Enterを押して、新しい値を有効にします。
変更についての確認メッセージが「Preboot」メニューに表示されます。
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Enter ‘y[es]’ to commit changes: [no]

yと入力して変更を保存し、編集セッションを終了します。

変更を保存しないで編集セッションを終了する場合は、nと入力します。

「Preboot」メニューを終了する場合は、bootと入力します。

次の例は、check_physical_presenceの設定を変更した編集セッションを示していま
す。

注 –「Preboot」メニューで編集できるその他の設定の一覧は、143ページの「8.3.1.2
「Preboot」メニューの編集モードの設定」を参照してください。

Preboot> edit

Press Enter by itself to reach the next question.

Press control-C to discard changes and quit.

Values for baudrate are {[ 9600 ]| 19200 | 38400 | 57600 | 115200}.

Set baudrate? [9600]

Values for serial_is_host are {[ 0 ]| 1 }.

Set serial_is_host? [0]

Values for bootdelay are { -1 | 3 | 10 | 30 }.

Set bootdelay? [3] 10

Set bootdelay? [10]

Values for bootretry are { -1 | 30 | 300 | 3000 }.

Set bootretry? [-1]

Values for diags_mode are { Normal | Quick | Extended | Skip }.

Set diags_mode? [Normal]

Values for preferred are {[ 0 ]| 1 }.

Set preferred? [<not set>]

Values for preserve_conf are {[ yes ]| no }.

Set preserve_conf? [yes]

Values for check_physical_presence are {[ yes ]| no }.

Set check_physical_presence? [yes] no

Set check_physical_presence? [no]

Enter ’y[es]’ to commit changes: [no] y

Summary: Changed 2 settings.

Preboot>

8.3.1.2 「Preboot」メニューの編集モードの設定
「Preboot」メニューでは、リモートアクセスを有効にするために必要な設定変更を
行うだけでなく、編集モードのその他の設定を変更することも可能です。これらの
設定の一覧については、表 8–3を参照してください。
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表 8–3 編集モードの「Preboot」メニューでのコマンド設定

設定 説明

baudrate シリアルポートのボーレートを設定しま
す。9600、19200、38400、57600、または 115200を選択できま
す。

serial_is_host これを 0に設定した場合、シリアルポートはOracle ILOMに
接続します。これを 1に設定した場合、シリアルポートはホ
ストに接続します。詳細は、145ページの「8.3.3シリアルコ
ンソールへのOracle ILOMアクセスの復元」を参照してくだ
さい。

bootdelay SPのブート前にユーザーが xyzzyと入力するのをブートスト
ラッププロセスが待機する秒数。3、10、または 30を選択で
きます。

bootretry 「Preboot」メニューがユーザーによる入力を待機したあとタ
イムアウトになり SPをブートするまでの秒数。タイムアウト
を無効にする場合は、-1に設定します。

diags_mode サーバーの電源投入時に実行する診断レベルを設定します。

preferred 未使用

preserve_conf これを noに設定すると、unconfig ilom_confコマンドの機能
が複製され、Oracle ILOM構成の多くの設定がリセットされま
す。

check_physical_presence これを Yesに設定した場合、SPブートプロセスに割り込む際
に位置特定ボタンを押したままにする必要があります。これ
を Noに設定した場合、ブートプロセスへの割り込みを促すプ
ロンプトが表示されます。詳細は、142ページの「リモート
のシリアルアクセス用に「Preboot」メニューを編集する」を
参照してください。

8.3.2 Oracle ILOMをデフォルト設定に戻す
「Preboot」メニューを使用すると、Oracle ILOMの設定をデフォルトに戻せます。

▼ 「Preboot」メニューを使用してOracle ILOMの構成をリセットす
る

139ページの「8.3.1「Preboot」メニューへのアクセス」の説明に
従って「Preboot」メニューにアクセスします。

「Preboot」メニューで、次のように入力します。
Preboot> unconfig ilom_conf
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Setting ‘preserve_conf’ to ‘no’ for the next boot of ILOM.

次のように入力して SPをリセットします。
Preboot> boot

「Preboot」メニューが終了し、SPが再起動します。

Oracle ILOM SPの再起動後、Oracle ILOMの設定の値がデフォルトに戻ります。

8.3.3 シリアルコンソールへのOracle ILOMアクセスの
復元
Oracle ILOMとホストとのシリアル接続が使用できなくなった場合、Oracle ILOMの
WebインタフェースまたはCLIで、あるいは「Preboot」メニューでホストを外部シ
リアルポート所有者として再構成することにより、シリアルポート接続へのアクセ
スを復元できます。

Oracle ILOMとホストコンソール間のシリアル接続を復元する際に使用するインタ
フェースを決める場合に、次のことを考慮します。

■ ネットワーク接続が使用可能な場合は、Oracle ILOMのWebインタフェースまた
はCLIを使用してシリアルコンソールへのOracle ILOMアクセスを復元するよう
にしてください。

手順については、131ページの「7.8.1シリアルポート共有の構成」を参照してく
ださい。

■ ネットワーク接続が使用できない場合は、145ページの「「Preboot」メニューを
使用してシリアルコンソールへのアクセスを復元する」の手順に従ってシリアル
コンソールへの ILOMアクセスを復元するようにしてください。

▼ 「Preboot」メニューを使用してシリアルコンソールへのアクセ
スを復元する

139ページの「8.3.1「Preboot」メニューへのアクセス」の説明に
従って「Preboot」メニューにアクセスします。

Preboot>プロンプトで、editと入力します。
「Preboot」メニューが編集モードになります。

編集モードの「Preboot」メニューでは、選択項目が 1つずつ表示され、それぞれを
変更していくことができます。

■ 設定を変更する場合は、新しい値を入力してから Enterを押します。

■ 次の設定にスキップするには、Enterを押します。

3

1

2

8.3「Preboot」メニューユーティリティーの使用

第 8章 • サーバーのトラブルシューティングおよび ILOMのデフォルト 145



設定ごとに Enterを押して、serial_is_host設定が表示されるまで進みます。
serial_is_host設定を変更するには、0と入力し、Enterを押します。

「Preboot」メニューの serial_is_host設定に新しい値が表示されます。

Enterを押して「Preboot」メニューの選択項目に戻ります。
「Preboot」メニューの設定が表示されます。

設定ごとに Enterを押して、変更についての確認メッセージが「Preboot」メニューに
表示されるまで進みます。
Enter ‘y[es]’ to commit changes: [no]

yと入力して変更を確定し、編集セッションを終了します。
「Preboot」メニューに次のメッセージが表示されます。

Summary: Changed 1 settings

Preboot>

「Preboot」メニューを終了する場合は、bootと入力します。

8.3.4 SPファームウェアイメージの復元
Oracle ILOMが使用可能な場合は、常にOracle ILOMのWebインタフェースまたは
CLIを使用してファームウェアイメージを復元するようにしてください。Oracle
ILOM WebインタフェースまたはCLIを使用してファームウェアイメージを復元する
方法については、Oracle ILOMのドキュメントを参照してください。Oracle ILOMを
使用できない場合は、「Preboot」メニューまたは IPMIflashを使用して SPファーム
ウェアイメージを復元できます。

注 – Oracle ILOMにアクセスしてOracle ILOMのインタフェースや IPMIflashを使用し
て SPファームウェアイメージを更新できない場合は、ご購入先にお問い合わせくだ
さい。

注意 –「Preboot」メニューを使用して SPファームウェアイメージを復元するに
は、認定保守技術者であることが必要です。

「Preboot」メニューを使用してサーバーの SPファームウェアイメージを復元する際
は、次の各セクションを参照してください。

■ 147ページの「8.3.4.1「Preboot」メニューを使用して SPファームウェアを復元す
る際の前提条件」
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■ 147ページの「「Preboot」メニューを使用して SPファームウェアイメージを復元
する」

8.3.4.1 「Preboot」メニューを使用して SPファームウェアを復元する際
の前提条件
「Preboot」メニューを使用してサーバーの SPファームウェアを復元する場合、次の
前提条件を満たしていることが必要です。

■ この手順を実行できる認定保守技術者です。
■ TFTPサーバー上に有効な .flashファームウェアイメージファイルがあります。

注 –「Preboot」メニューを使用して SPファームウェアを復元するには、Oracle
ILOMインタフェースで SPを更新する際に通常使用される .pkgファイルではな
く、.flashファイルが必要です。

▼ 「Preboot」メニューを使用して SPファームウェアイメージを復
元する
「Preboot」メニューを使用して SPファームウェアイメージを復元するには、次の手
順に従います。

139ページの「8.3.1「Preboot」メニューへのアクセス」の説明に
従って「Preboot」メニューにアクセスします。

注 –ネットワーク上にDHCPサーバーがない場合は、net configコマンドを発行して
ネットワーク設定を手動で構成する必要があります。TFTPサーバーにアクセスでき
るネットワークに接続する必要があります。

Preboot>プロンプトで、次のように入力します。

注意 – net flashコマンドは、サービス担当者のみが使用できます。

net flash tftpIPaddress path/nameILOM-version-Sun_Server_X2-4.pkg.flash

ここでは:
■ tftpIPaddressはTFTPサーバーの IPアドレスです。
■ pathは、/tftpbootからの、ファイルへの相対パスです。
■ versionは、SPファームウェアのバージョンです。

例:

net flash 10.8.173.25 images/ILOM-3_1_x-x-rxxxx-Sun_Server_X2-4.pkg
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一連のメッセージの後に、「Preboot」メニューのプロンプトが表示されます。

Preboot>プロンプトで、resetコマンドを入力して SPを再起動します。

例:

Preboot> reset

「Preboot」メニューが終了し、サービスプロセッサが再起動します。

8.3.5 「Preboot」メニューコマンドのサマリー
表 8–4は、「Preboot」メニューのコマンドの一覧です。

表 8–4 「Preboot」メニューのコマンド

コマンド 説明

boot Oracle ILOMをブートします。「Preboot」メニューが終了し、Oracle ILOMが
再起動します。

注 –このコマンドにより、変更されたブート処理が実行され、診断レベルを
選択したり、ブート処理に割り込んで「Preboot」メニューに戻ったりするこ
とはできません。通常のブート処理を実行するには、代わりに reset warmコ
マンドを使用してください。

vers ハードウェアの種類、ボードのリビジョン、Oracle ILOMのリビ
ジョン、PBSWのリビジョン、復旧U-Bootなどのバージョン情報を表示しま
す。イメージのチェックサム整合性、および冗長イメージの設定を表示しま
す。

help コマンドおよびパラメータの一覧を表示します。

show SPの設定の一覧を表示します。

edit 対話型のダイアログが開始して、設定のプロンプトが表示され、設定を 1つ
ずつ変更できます。詳細は、142ページの「リモートのシリアルアクセス用
に「Preboot」メニューを編集する」を参照してください。

diag マニュアルモードでU-Boot診断テストを実行します。U-Boot診断テストの
詳細は、『Oracle x86サーバー診断ガイド』を参照してください。
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表 8–4 「Preboot」メニューのコマンド (続き)
コマンド 説明

host ホストに関連するさまざまな処理を開始します。
■ clearcmos – CMOSおよび BIOSのパスワードを消去します。
■ console – SPコンソールをホストシリアルコンソールに接続します。

注 –終了するには Ctrl \ qと入力します。
■ show –ホストの状態に関する情報を表示します。

■ enable-on –フロントパネルの電源ボタンを有効にします。このボタンは
通常、ILOMが起動するまでは無効になっています。

注意 – Oracle ILOMがオフのときにホストを起動した場合、BIOSはエラーイベ
ントまたは電源メッセージを SPに送信しません。この場合、サーバーの電源
供給が失われる可能性があります。
■ hard-off –ホストの電源を切ります。

net { config | dhcp | ping | flash }

■ config – Oracle ILOMのネットワーク設定を変更できるダイアログを開始
します。

■ dhcp –ネットワークアドレス指定を静的指定からDHCPに変更します。

注 –最初に net configコマンドを使用して ipdiscovery = dhcpに設定する必要
があります。
■ ping – pingを送信します。

■ flash – Oracle ILOMファームウェアイメージをダウンロードします。詳細
は、146ページの「8.3.4 SPファームウェアイメージの復元」を参照してく
ださい。

これらのコマンドの詳細については、help net commandと入力してくださ
い。

reset { warm | cold }.SPおよびホストをリセットします。
■ warm –実行中のホストに影響を与えずに、SPをリセットします。

■ cold – SPとホストをリセットします。これにより、サーバーの電源が切
れるという影響があります。
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表 8–4 「Preboot」メニューのコマンド (続き)
コマンド 説明

unconfig { ilom_conf | most | all }

Oracle ILOMの構成情報を消去し、次回のOracle ILOMブート時に値をデ
フォルトに戻します。
■ ilom_conf –構成設定をリセットしますが、SPネットワークと
ボーレート、preferred、および check_physical_presenceは維持されます。

■ most – SPのデータストレージをリセットしますが、ネットワークと
ボーレート、preferred、および check_physical_presenceの設定は維持され
ます。

■ all – SPのすべてのデータストレージおよび設定をリセットします。

Oracle ILOMをブートするとその他のデフォルト値が復元されます。

注 –これらのオプションによって、動的 FRU PROMが消去されることはあり
ません。

8.4 サポートの連絡先
この章のトラブルシューティング手順で問題を解決できない場合は、表 8–5を使用
して、サポート担当者に伝える必要がある可能性のある情報を収集します。

表 8–5 サポートに必要なシステム情報

必要なシステム構成情報 お客様の情報

サービス契約番号

システムモデル

オペレーティング環境

システムのシリアル番号

システムに接続されている周辺装置

お客様の電子メールアドレスと電話番号、および代理の
連絡先

システムの設置場所の住所

スーパーユーザーのパスワード

問題のサマリーと、問題が発生したときに実行した操作
内容

その他の役に立つ情報
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表 8–5 サポートに必要なシステム情報 (続き)
必要なシステム構成情報 お客様の情報

IPアドレス

サーバー名 (システムのホスト名)

ネットワークまたはインターネットのドメイン名

プロキシサーバー構成

8.5 シャーシのシリアル番号の確認
システムの保守を依頼するときに、使用しているサーバーのシリアル番号が必要に
なることがあります。あとで使用するときのために、この番号を記録しておいてく
ださい。次のいずれかの方法を使用して、サーバーのシリアル番号を確認します。

■ サーバーのフロントパネルで、ベゼルの左下を見てサーバーのシリアル番号を確
認します。

■ サーバーのパッケージに付属している黄色いCustomer Information Sheet (CIS)を確
認します。このシートにシリアル番号が記載されています。

■ Oracle ILOMから、show/SYSコマンドを入力するか、Oracle ILOMブラウザインタ
フェースの「System Information」タブにアクセスします。

8.5シャーシのシリアル番号の確認
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サーバーの仕様

この付録では、Sun Server X2-4の仕様について説明します。

次の内容で構成されています。

■ 153ページの「A.1物理仕様」
■ 153ページの「A.2電気仕様」
■ 154ページの「A.3環境要件」

A.1 物理仕様
表A–1に、サーバーの物理仕様を示します。

表A–1 物理仕様

パラメータ 値

高さ 129.85 mm (5.1インチ)

幅 436.5 mm (17.2インチ)

奥行 732 mm (28.8インチ)

重量 38.5 kg (85ポンド)

A.2 電気仕様
表A–2に、サーバーの電気仕様を示します。
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表A–2 電気仕様

パラメータ 値

入力:

周波数 50/60 Hz

AC動作電圧範囲 100-127 VAC (2つのCPUの場合)

200-240 VAC (2または 4つのCPUの場合)

最大電流AC RMS 12A @ 100 VAC、12A @ 200 VAC

電力消費:

最大電力消費 1800 W

最大出熱 6143 BTU/時

定格電圧-電流 1837 VA @ 240 VAC、0.98 P.F.

A.3 環境要件
表A–3に、サーバーの環境要件を示します。

表A–3 環境要件

パラメータ 値

動作温度 (単一のラック以外のシステム) 5o Cから 35o C (41o Fから 95o F)

非動作時温度 (単一のラック以外のシステム) -40o Cから 70o C (-40o Fから 158o F)

動作湿度 (単一のラック以外のシステム) 10から 90%の相対湿度、結露なし

非動作時湿度 (単一のラック以外のシステム) 最大 93%の相対湿度、結露なし

高度 (動作時) (単一のラック以外のシステム) 最大 3048 m、最大周囲温度は 900 mを超えると
300 mごとに摂氏 1度ずつ下がる

高度 (非動作時) (単一のラック以外のシステム) 最大 12,000 m

騒音 8.9 Bアイドル時および動作時、75 dBAバイスタ
ンダ位置

A.3環境要件
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BIOS設定ユーティリティーのメニュー

この付録では、BIOS設定ユーティリティーで使用できるメニュー選択項目を示しま
す。

注 –この付録に示されているメニューは参考例です。BIOSバージョン番号、メ
ニュー情報、およびメニューの選択項目は、製品の使用中に変更される場合があり
ます。

この付録は、次の内容で構成されています。

■ 155ページの「B.1 BIOSの「Main」メニューの選択」
■ 156ページの「B.2 BIOSの「Advanced」メニューの選択」
■ 169ページの「B.3 BIOSの「PCIPnP」メニューの選択」
■ 171ページの「B.4 BIOSの「Boot」メニューの選択」
■ 174ページの「B.5 BIOSの「Security」メニューの選択」
■ 175ページの「B.6 BIOSの「IO/MMIO」メニューの選択」
■ 177ページの「B.7 BIOSの「Chipset」メニューの選択」
■ 179ページの「B.8 BIOSの「Exit」メニューの選択」

B.1 BIOSの「Main」メニューの選択
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B.2 BIOSの「Advanced」メニューの選択

図 B–1 BIOSの「Main」メニュー

B.2 BIOSの「Advanced」メニューの選択
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図 B–2 BIOSの「Advanced」メニュー–「Advanced Settings」画面

B.2 BIOSの「Advanced」メニューの選択
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図 B–3 BIOSの「Advanced」メニュー–「CPU Configuration」の最初の画面

B.2 BIOSの「Advanced」メニューの選択
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図 B–4 BIOSの「Advanced」メニュー–「CPU Configuration」の 2番目の画面

B.2 BIOSの「Advanced」メニューの選択
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図 B–5 BIOSの「Advanced」メニュー–「IDE Configuration」画面

B.2 BIOSの「Advanced」メニューの選択
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図 B–6 BIOSの「Advanced」メニュー–「ACPI Configuration」画面

B.2 BIOSの「Advanced」メニューの選択
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図 B–7 BIOSの「Advanced」メニュー–「AHCI Configuration」画面

B.2 BIOSの「Advanced」メニューの選択
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図 B–8 BIOSの「Advanced」メニュー–「I/O Virtualization」画面

B.2 BIOSの「Advanced」メニューの選択
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図 B–9 BIOSの「Advanced」メニュー–「IPMI 2.0 Configuration」画面

B.2 BIOSの「Advanced」メニューの選択
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図 B–10 BIOSの「Advanced」メニュー–「IPMI 2.0 Configuration」–「Set LAN Configuration」画
面

B.2 BIOSの「Advanced」メニューの選択

付録 B • BIOS設定ユーティリティーのメニュー 165



図 B–11 BIOSの「Advanced」メニュー–「Intel VT-d Configuration」画面

B.2 BIOSの「Advanced」メニューの選択
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図 B–12 BIOSの「Advanced」メニュー–「PCI Express Configuration」画面

B.2 BIOSの「Advanced」メニューの選択
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図 B–13 BIOSの「Advanced」メニュー–「Remote Access Configuration」画面

B.2 BIOSの「Advanced」メニューの選択
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B.3 BIOSの「PCIPnP」メニューの選択

図 B–14 BIOSの「Advanced」メニュー–「Trusted Computing」画面

B.3 BIOSの「PCIPnP」メニューの選択
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図 B–15 BIOSの「PCIPnP」メニューの最初の画面

B.3 BIOSの「PCIPnP」メニューの選択
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B.4 BIOSの「Boot」メニューの選択

図 B–16 BIOSの「PCIPnP」メニューの 2番目の画面

B.4 BIOSの「Boot」メニューの選択

付録 B • BIOS設定ユーティリティーのメニュー 171



図 B–17 BIOSの「Boot」メニュー

B.4 BIOSの「Boot」メニューの選択
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図 B–18 BIOSの「Boot」メニュー–「Boot Settings Configuration」画面

B.4 BIOSの「Boot」メニューの選択
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B.5 BIOSの「Security」メニューの選択

図 B–19 BIOSの「Boot」メニュー–「Boot Device Priority」画面

B.5 BIOSの「Security」メニューの選択
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B.6 BIOSの「IO/MMIO」メニューの選択

図 B–20 BIOSの「Security」メニュー

B.6 BIOSの「IO/MMIO」メニューの選択
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図 B–21 BIOSの「IO/MMIO」メニュー

B.6 BIOSの「IO/MMIO」メニューの選択
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B.7 BIOSの「Chipset」メニューの選択

図 B–22 BIOSの「IO/MMIO」メニュー–「IO/MMIO Ration Configuration」画面

B.7 BIOSの「Chipset」メニューの選択
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図 B–23 BIOSの「Chipset」メニュー

B.7 BIOSの「Chipset」メニューの選択
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B.8 BIOSの「Exit」メニューの選択

図 B–24 BIOSの「Chipset」メニュー–「South Bridge Configuration」画面

B.8 BIOSの「Exit」メニューの選択

付録 B • BIOS設定ユーティリティーのメニュー 179



図 B–25 BIOSの「Exit」メニュー

B.8 BIOSの「Exit」メニューの選択
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コネクタのピン配列

この付録には、Oracleの Sun Server X2-4にあるすべてのコネクタのピン配列情報が記
載されています。

次の内容で構成されています。

■ 181ページの「C.1 USBコネクタ」
■ 182ページの「C.2シリアルコネクタ」
■ 182ページの「C.3ギガビット Ethernetコネクタ」
■ 183ページの「C.4ネットワーク管理ポートコネクタ」
■ 183ページの「C.5ビデオコネクタ」
■ 184ページの「C.6 Serial Attached SCSI (SAS)コネクタ」

C.1 USBコネクタ
2つのユニバーサルシリアルバス (USB)ポートはサーバーの前面から、もう 2つは
サーバーの背面からアクセスできます。

図の凡例

1: +5V電源
2:データ -
3:データ +
4:アース

図 C–1 USBコネクタ
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C.2 シリアルコネクタ
シリアル管理コネクタ (SER MGTと書かれている)は、バックパネルにあるRJ-45コ
ネクタです。このポートはシステムコンソールへのデフォルトの接続です。

図の凡例

1:送信可
2:データキャリア検出
3:送信データ
4:アース
5:アース
6:受信データ
7:データ端末レディー
8:送信要求

C.3 ギガビット Ethernetコネクタ
4つのRJ-45ギガビット Ethernetコネクタ (NET0、NET1、NET2、NET3)には、バック
パネルからアクセスできます。Ethernetインタフェースは 10Mビット/秒、100M
ビット/秒、および 1000Mビット/秒で動作します。

図の凡例

1:送信/受信データ 0 +

図C–2 シリアル管理コネクタ

図 C–3 ギガビットEthernetコネクタ

C.2シリアルコネクタ
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2:送信/受信データ 0 -
3:送信/受信データ 1 +
4:送信/受信データ 2 +
5:送信/受信データ 2 -
6:送信/受信データ 1 -
7:送信/受信データ 3 +
8:送信/受信データ 3 -

C.4 ネットワーク管理ポートコネクタ
ネットワーク管理コネクタ (NET MGT)は、マザーボードにあるRJ-45コネクタ
で、バックパネルからアクセスできます。

図の凡例

1:送信データ +
2:送信データ –
3:受信データ +
4:接続なし
5:接続なし
6:受信データ -
7:接続なし
8:接続なし

C.5 ビデオコネクタ
ビデオコネクタ (VGA)は 2つあり、1つはサーバーの前面、もう 1つは背面にありま
す。

図C–4 ネットワーク管理コネクタ

C.5ビデオコネクタ
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図の凡例

1:赤ビデオ
2:緑ビデオ
3:青ビデオ
4:モニター ID -ビット 2 (アース)
5:アース
6:赤アース
7:緑アース
8:青アース
9: +5V
10:同期アース
11:モニター ID -ビット 0 (アース)
12: VGA 12Cシリアルデータ
13:水平同期
14:垂直同期
15: VGA 12Cシリアルクロック

C.6 Serial Attached SCSI (SAS)コネクタ
SASコネクタはマザーボードにあります。SASケーブルでディスクドライブバックプ
レーンに接続されます。

表C–1に、SASコネクタのピン配列を示します。

図C–5 ビデオコネクタ

図 C–6 SASコネクタ

C.6 Serial Attached SCSI (SAS)コネクタ
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表 C–1 SASコネクタのピン配列

信号セグメント S1 Gnd 第 2メイト

S2 TX+ PHYからハードドライブへ転送

S3 TX-

S4 Gnd 第 2メイト

S5 RX- ハードドライブから PHYへ受信

S6 RX+

S7 Gnd 第 2メイト

バックサイド信号 S8 Gnd 第 2メイト

S9

S10

S11 Gnd 第 2メイト

S12

S13

S14 Gnd 第 2メイト

C.6 Serial Attached SCSI (SAS)コネクタ
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表 C–1 SASコネクタのピン配列 (続き)
電源セグメント P1 3.3V サポート対象外

P2 3.3V サポート対象外

P3 3.3V サポート対象外

P4 Gnd 第 1メイト

P5 Gnd 第 2メイト

P6 Gnd 第 2メイト

P7 5.0V プリチャージ、第 2メイト

P8 5.0V

P9 5.0V

P10 Gnd 第 2メイト

P11 予約 接地を推奨

P12 Gnd 第 1メイト

P13 12.0V プリチャージ、第 2メイト

P14 12.0V

P15 12.0V

C.6 Serial Attached SCSI (SAS)コネクタ
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サーバーファームウェアおよびソフト
ウェアの入手

このセクションでは、サーバーファームウェアおよびソフトウェアにアクセスする
ためのオプションについて説明します。

■ 187ページの「D.1ファームウェアとソフトウェアの更新」
■ 188ページの「D.2ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション」
■ 188ページの「D.3入手可能なソフトウェアリリースパッケージ」
■ 189ページの「D.4ファームウェアとソフトウェアへのアクセス」
■ 193ページの「D.5更新のインストール」

D.1 ファームウェアとソフトウェアの更新
サーバー用のハードウェアドライバやツールなどのファームウェアおよびソフト
ウェアは、定期的に更新されます。これらは、ソフトウェアリリースとして入手可
能になります。ソフトウェアリリースは、サーバーで使用可能なファーム
ウェア、ハードウェアドライバ、およびユーティリティーを含むダウンロード
(パッチ)セットです。これらはすべてまとめてテストされています。ダウンロード
に含まれるReadMeドキュメントには、以前のソフトウェアリリースからの変更点お
よび変更されていない点が説明されています。

サーバーのファームウェアとソフトウェアは、ソフトウェアリリースが入手可能に
なりしだい、更新してください。ソフトウェアリリースにはしばしばバグの修正が
含まれるため、更新により、サーバーソフトウェアと、最新のサーバーファーム
ウェアおよびほかのコンポーネントのファームウェアとソフトウェアとの互換性が
保証されます。

ダウンロードパッケージ内のReadMeファイルには、ダウンロードパッケージ内の更
新されたファイル、および現在のリリースで修正されたバグに関する情報が含まれ
ます。プロダクトノートには、サポートされるサーバーソフトウェアのバージョン
に関する情報も含まれます。

D付 録 D
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D.2 ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプ
ション

次のオプションのいずれかを使用して、使用するサーバー用の最新ファームウェア
およびソフトウェアセットを入手します。

■ Oracle Hardware Installation Assistant – Oracle Hardware Installation Assistantは、出
荷時にインストール済みの Sun Server X2-4用機能で、サーバーのファームウェア
とソフトウェアを簡単に更新できます。

Oracle Hardware Installation Assistantの詳細については、http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=hiaにあるOracle Hardware Installation Assistant 2.5
ユーザーズガイド x86サーバー版を参照してください。

■ My Oracle Support –すべてのシステムファームウェアおよびソフトウェア
は、http://support.oracle.comのMy Oracle Supportから入手できます。
My Oracle Support Webサイトで入手可能なものの詳細については、188ページ
の「D.3入手可能なソフトウェアリリースパッケージ」を参照してください。
My Oracle Supportからソフトウェアリリースをダウンロードする方法について
は、189ページの「My Oracle Supportを使用したファームウェアとソフトウェアの
ダウンロード」を参照してください。

■ 物理メディアのリクエスト (PMR) – My Oracle Supportから入手可能なダウン
ロード (パッチ)を含むDVDをリクエストできます。
詳細については、191ページの「物理メディアのリクエスト (オンライン)」を参照
してください。

D.3 入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
My Oracle Supportでは、ダウンロードは製品ファミリ、製品、およびバージョン別に
グループ分けされています。バージョンには 1つ以上のダウンロード (パッチ)が含
まれます。

サーバーとブレードの場合、パターンは似ています。この製品はサーバーで
す。サーバーごとにリリースセットが含まれます。これらのリリースは、実際のソ
フトウェア製品リリースではなく、サーバーの更新リリースのことです。これらの
更新はソフトウェアリリースと呼ばれ、まとめてテスト済みの複数のダウンロード
で構成されます。各ダウンロードには、ファームウェア、ドライバ、または
ユーティリティーが含まれています。

次の表に示すように、My Oracle Supportには、このサーバーファミリ向けの同じダウ
ンロードタイプのセットが含まれます。これらは物理メディアのリクエスト (PMR)
によってリクエストすることもできます。

D.2ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション
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パッケージ名 説明
このパッケージをダウンロードする
タイミング

X4470 M2 SERVER SW 1.3 –
ILOM_AND_BIOS

Oracle ILOMおよび BIOS 最新のプラットフォーム
ファームウェアが必要なと
き。

X4470 M2 SERVER SW 1.3 –
ORACLE_HARDWARE_
INSTALLATION_ASSISTANT

Oracle Hardware Installation
Assistantの復旧および ISO更
新イメージ。

Oracle Hardware Installation
Assistantを手動で回復または
更新する必要があるとき。

X4470 M2 SERVER SW 1.3 –
TOOLS_DRIVERS_AND_
FIRMWARE_DVD

ツールとドライバ、およびプ
ラットフォームファーム
ウェアが含まれています。こ
のDVDには、Oracle VTSは含
まれていません。

システムファームウェアとOS
固有ソフトウェアの組み合わ
せを更新する必要があると
き。

X4470 M2 SERVER SW 1.0 -
DIAGNOSTICS

Oracle VTS診断イメージ。 Oracle VTS診断イメージが必
要なとき。

各ダウンロードは zipファイルで、ReadMeファイル、およびファームウェアやソフ
トウェアファイルを含むサブディレクトリセットが格納されています。ReadMe
ファイルには、前回のソフトウェアリリース以降に変更されたコンポーネントおよ
び修正されたバグの詳細が記載されています。

D.4 ファームウェアとソフトウェアへのアクセス
このセクションでは、ソフトウェアリリースファイルをダウンロードまたはリクエ
ストする方法について説明します。

更新されたファームウェアおよびソフトウェアを入手する方法は、My Oracle Support
を使用する方法と、物理メディアをリクエストする方法の 2つがあります。参照先:

■ 189ページの「My Oracle Supportを使用したファームウェアとソフトウェアのダウ
ンロード」

■ 190ページの「D.4.1物理メディアのリクエスト」

▼ My Oracle Supportを使用したファームウェアとソ
フトウェアのダウンロード

次のWebサイトにアクセスします: http://support.oracle.com。

My Oracle Supportにサインインします。

1

2

D.4ファームウェアとソフトウェアへのアクセス
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ページ上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。
「パッチと更新版」画面が表示されます。

「検索」画面で、「製品またはファミリ (拡張検索)」をクリックします。
画面に検索フィールドが表示されます。

「製品」フィールドで、ドロップダウンリストから製品を選択します。
あるいは、製品名 (たとえば、Sun Server X2-4)の全体または一部を、一致するものが
表示されるまで入力します。

「リリース」フィールドで、ドロップダウンリストからソフトウェアリリースを選
択します。
使用可能なすべてのソフトウェアリリースを表示するには、フォルダを展開しま
す。

「検索」をクリックします。
ソフトウェアリリースは、ダウンロード (パッチ)のセットで構成されます。

入手可能なダウンロードの説明については、188ページの「D.3入手可能なソフト
ウェアリリースパッケージ」を参照してください。

パッチを選択するには、パッチ名の横にあるチェックボックスをクリックします (複
数のパッチを選択できます)。
アクションパネルがポップアップ表示されます。このパネルには複数のアクション
のオプションが表示されます。

更新をダウンロードするには、ポップアップパネルの「ダウンロード」をクリック
します。
自動的にダウンロードが開始されます。

D.4.1 物理メディアのリクエスト
Oracle Webサイトからダウンロードできない場合は、物理メディアのリクエスト
(PMR)で最新のソフトウェアリリースを入手できます。

次の表に、物理メディアをリクエストするためのハイレベルタスク、および詳細情
報の入手先のリンクを示します。

説明 リンク

リクエストを行うために必要な情報を収集し
ます。

191ページの「D.4.2物理メディアのリクエスト用
の情報を収集する」

3

4

5
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説明 リンク

オンラインで、またはOracleサポートに電話
することで、物理メディアをリクエストしま
す。

191ページの「物理メディアのリクエスト (オンラ
イン)」

192ページの「物理メディアのリクエスト (電
話)」

D.4.2 物理メディアのリクエスト用の情報を収集する
物理メディアのリクエスト (PMR)を行うには、サーバーの保証またはサポート契約
が必要です。

PMRを実行する前に、次の情報を収集します。
■ 製品名、ソフトウェアリリースのバージョン、および必要なパッチを把握しま
す。最新のソフトウェアリリースと、リクエストするダウンロードパッケージ
(パッチ)の名前がわかっていると、より簡単にリクエストできます。
■ My Oracle Supportにアクセス可能な場合 – 189ページの「My Oracle Supportを使
用したファームウェアとソフトウェアのダウンロード」に記載された手順に
従って、最新のソフトウェアリリースを確認して、入手可能なダウンロード
(パッチ)を表示します。パッチのリストを表示したあと、ダウンロード手順を
続行しない場合は「パッチ検索結果」ページから移動できます。

■ My Oracle Supportへのアクセス権をお持ちでない場合 – 188ページの「D.3入手
可能なソフトウェアリリースパッケージ」の情報を使用して、必要な
パッケージを確認してから、最新のソフトウェアリリースのパッケージをリク
エストします。

■ 出荷情報を手元に用意します。リクエストの際に、連絡先、電話番号、電子
メールアドレス、会社名、および出荷先住所を入力する必要があります。

▼ 物理メディアのリクエスト (オンライン)
リクエストの前に、191ページの「D.4.2物理メディアのリクエスト用の情報を収集
する」に記載されている情報を収集します。

次のWebサイトへ移動します: http://support.oracle.com

My Oracle Supportにサインインします。

ページの右上隅にある「問合せ先」リンクをクリックします。

「リクエストの説明」セクションに、次の情報を入力します。

a. 「リクエスト・カテゴリ」ドロップダウンメニューで、次を選択します。
ソフトウェアおよびOSメディアリクエスト

始める前に

1

2

3

4
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b. 「リクエスト・サマリー」フィールドに、「Sun Server X2-4 の最新ソフト
ウェアリリースの PMR」と入力します。

「リクエスト詳細」セクションで、次の表に示されている質問に回答します。

質問 回答

メディアの入手をご希望ですか。 はい

どちらの製品ラインのメディアをご希望で
しょうか。

Sun製品

パッチをダウンロードするためのパスワード
に関する質問でしょうか。

いいえ

CDやDVDでパッチをご希望ですか。 はい

パッチをCDやDVDでごリクエストする場
合、パッチの番号、OSとプラットフォームを
お知らせください。

該当するソフトウェアリリースのダウンロードご
とに、パッチ番号を入力します。

リクエストする製品名とバージョンをお知ら
せください。

製品名: Sun Server X2-4。

バージョン:最新のソフトウェアリリース番号。

リクエストするメディアのOSとプラット
フォームをお知らせください。

OS固有のダウンロードをリクエストする場合
は、ここでOSを指定します。システムファーム
ウェアのみをリクエストする場合は、「汎用」と
入力します。

メディアに言語は必要ですか。 いいえ

出荷先担当者の連絡先、電話番号、電子メールアドレス、会社名、および出荷先住
所の情報を入力します。

「次へ」をクリックします。

「ファイルのアップロード」の「関連ファイル」画面で「次へ」をクリックしま
す。
情報を指定する必要はありません。

「関連ナレッジ」画面で、リクエストに該当するナレッジ記事を確認します。

「リクエストの送信」をクリックします。

▼ 物理メディアのリクエスト (電話)
リクエストの前に、191ページの「D.4.2物理メディアのリクエスト用の情報を収集
する」に記載されている情報を収集します。
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6

7

8

9

10
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次のOracle Global Customer Support Contacts Directoryにある該当する番号を使用し
て、Oracleサポートに電話をかけます。
http://www.oracle.com/us/support/contact-068555.html

Sun Server X2-4の物理メディアのリクエスト (PMR)を行いたい旨をOracleサポートに
伝えます。

■ My Oracle Supportから特定のソフトウェアリリースおよびパッチ番号の情報にア
クセスできる場合は、この情報をサポート担当者に伝えます。

■ ソフトウェアリリースの情報にアクセスできない場合は、Sun Server X2-4の最新
のソフトウェアリリースをリクエストします。

D.5 更新のインストール
次のセクションでは、ファームウェアとソフトウェアの更新のインストールに関す
る情報を提供します。

■ 193ページの「D.5.1ファームウェアのインストール」
■ 194ページの「D.5.2ハードウェアドライバとOSツールのインストール」

D.5.1 ファームウェアのインストール
更新されたファームウェアは、次のいずれかの方法でインストールできます。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center – Ops Center Enterprise Controllerで最新の
ファームウェアをOracleから自動的にダウンロードすることも、Enterprise
Controllerに手動でロードすることもできます。どちらの場合も、Ops Centerで
ファームウェアを 1つ以上のサーバー、ブレード、またはブレードシャーシにイ
ンストールできます。

詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ Oracle Hardware Management Pack – Oracle Hardware Management Pack内の
fwupdate CLIツールを使用すると、システム内部のファームウェアを更新できま
す。

詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmpでOracle Hardware
Management Packドキュメントライブラリを参照してください。

■ Oracle ILOM – Oracle ILOMおよび BIOSファームウェアは、Oracle ILOM Webイン
タフェースまたはコマンド行インタフェースを使用して更新可能な唯一の
ファームウェアです。

詳細は、Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)のドキュメントライブラリを
参照してください。

1
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■ ILOM 3.0の場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom30を参
照してください

■ ILOM 3.0の場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31を参
照してください

D.5.2 ハードウェアドライバとOSツールのインス
トール
Oracle Hardware Management Packなどの、更新されたハードウェアドライバおよびオ
ペレーティングシステム (OS)関連のツールは、次のいずれかを使用してインス
トールできます。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center
詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ Oracle Hardware Installation Assistant
Oracle Hardware Installation Assistantの詳細については、http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=hiaにあるOracle Hardware Installation Assistant 2.5
ユーザーズガイド x86サーバー版を参照してください。

■ JumpStart、KickStart、サードパーティーのツールなどの、その他の配備メカニズ
ム。

詳細は、オペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。
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